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須坂市花と緑のまちづく
り事業マスコットキャラ
クター「かんなちゃん」

-今月号の主な内容-

P2   特集「今年で40回目の開催!!

    　　　 須坂カッタカタまつり」

P6　 ハザードマップで地域の特徴を知ろう

P8   家族や友人と一緒に食べる食事

P10  平成29年度 市・県民税のお知らせ

P12　観光ウォーキングなどのイベント

 P14  消費者トラブル！きっぱり断る

 P15　市長への手紙

 P16　みんなの広場（お便り紹介・クイズなど）  

 P18  まちの出来事

 P20  情報ファイル

 P27  公民館だより

●武将なりきり体験

　（詳細は19ページ）
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特集

　

「
♪
カ
ッ
タ
カ
タ
ノ
タ 

ソ
リ
ャ 

カ
ッ
タ
カ
タ
ノ
タ
」
。

　

お
な
じ
み
の
須
坂
小
唄
の
フ
レ
ー
ズ
で
す
。

　

今
年
は
「
第
40
回
記
念
須
坂
カ
ッ
タ
カ
タ
ま
つ
り
」を
７
月
22
日
㈯
に
開
催
し

ま
す
。
今
回
の
特
集
で
は
、
40
回
の
節
目
を
迎
え
る
ま
つ
り
の
歴
史
や
そ
の
魅

力
な
ど
を
お
伝
え
し
ま
す
。

問
合
せ

　
商
業
観
光
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
５
）

須
坂
ま
つ
り

　

今
年
で
40
回
目
の
節
目
を
迎
え
る
須
坂

カ
ッ
タ
カ
タ
ま
つ
り
。
記
念
す
べ
き
第
一

回
目
は
、
昭
和
53
年
、
「
須
坂
ま
つ
り
」と

い
う
名
称
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
事
務
局
は
、
須
坂
商
工
会
議
所
。

２
日
間
の
開
催
で
、
１
日
目
の
夜
に
「
踊

り
の
祭
典
」を
実
施
し
、
翌
日
の
日
中
に

各
町
の
育
成
会
が
み
こ
し
を
繰
り
出
す「
子

ど
も
み
こ
し
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

記
録
に
よ
る
と
、
参
加
し
た
踊
り
連
は

90
連
で
約
２
５
０
０
人
、
子
ど
も
み
こ
し

は
、
23
町
で
約
２
０
０
０
人
が
参
加
し
て

い
ま
す
。

　

ま
つ
り
の
熱
気
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
る

「
須
坂
竜
み
こ
し
」は
、
第
10
回
（
昭
和
62

年
）
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
「
須
坂
ま
つ
り
」
の
名
称
と
し

て
の
開
催
は
、
第
19
回
（
平
成
８
年
）
ま
で

続
き
ま
し
た
（
子
ど
も
み
こ
し
も
第
19
回

で
終
了
）
。

須
坂
カ
ッ
タ
カ
タ
ま
つ
り

の
歴
史
①

今年で40回目の開催 !!

須坂カッタカタまつり

▲「第１回須坂まつり」の様子を伝える
　『広報すざか』（昭和53年８月号）

▲第１回～19回まで行われていた
　子どもみこし



　

「
か
つ
て
須
坂
は
、養
蚕
と
製
糸
業
が

栄
え
、
製
糸
工
場
か
ら
は
カ
ッ
タ
カ
ッ

タ
と
糸
枠
の
回
る
音
が
響
き
渡
り
、
町

は
活
気
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

　
　

～
中
略
～

　

当
時
つ
く
ら
れ
た「
須
坂
小
唄
」は
、須

坂
を
象
徴
し
た
歌
で
、須
坂
の
人
々
に
今

も
な
お
語
り
継
が
れ
て
お
り
、
「
カ
ッ

タ
カ
タ
ノ
タ　

ソ
リ
ャ　

カ
ッ
タ
カ
タ
ノ

タ
」
と
い
う
文
句
は
、
市
民
に
も
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

生
糸
の
イ
メ
ー
ジ

に
ぴ
っ
た
り
で
誰
に

で
も
わ
か
り
や
す
く
、

素
直
に
受
け
入
れ
ら

れ
る
」
と
い
う
理
由

で
す
。　
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須
坂
カ
ッ
タ
カ
タ
ま
つ
り

の
歴
史
②

須坂小唄
山の上から　チョイと出たお月　
誰を待つのか　待たれるか
ヤ　カッタカタノタ　ソリャ
カッタカタノタ 

作詞　野口雨情
作曲　中山晋平

　須坂カッタカタまつりの踊りの

曲「須坂小唄」は、大正12年に、市

内の製糸会社（山丸組）の工場歌と

して作られました。

　作詞 野口雨情、作曲 中山晋平

という、明治から昭和初期にかけ

て活躍した、日本を代表する二人

の手によるものです。

▲中山晋平▲野口雨情

１

２

３

４

５

６

７

８

９

「須坂小唄」

歴
史
の
中
に

さ
ま
ざ
ま
な
企
画

「
カ
ッ
タ
カ
タ
ま
つ
り
」

名
称
の
理
由（
原
文
要
約
）

▲第１回ミス竜の里コンテストの様子
　（第12回・平成元年）

須
坂
カ
ッ
タ
カ
タ
ま
つ
り

　

現
在
の
「
須
坂
カ
ッ
タ
カ
タ
ま
つ
り
」
の

名
称
に
な
っ
た
の
は
、
第
20
回
（
平
成
９

年
）
の
記
念
の
年
で
し
た
。

　

市
民
ま
つ
り
と
し
て
の
一
層
の
定
着
を

図
ろ
う
と
、
事
前
に
公
募
し
た
名
称
候
補

の
中
か
ら
ま
つ
り
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
発

表
さ
れ
ま
し
た
（
名
称
の
選
定
理
由
は
下

段
参
照
）
。

　

第
27
回
（
平
成
16
年
）
に
は
、「
新
調
須
坂

小
唄
」
が
お
披
露
目
さ
れ
、
ま
た
、
お
ま

つ
り
広
場
で
は
、
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
も
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
回
～
昨
年
の
第
39
回
ま
で
、
踊
り

の
祭
典
に
参
加
し
た
連
の
延
べ
人
数
は
、

約
12
万
８
８
４
６
人
（
１
回
あ
た
り
の
平

均
３
３
０
４
人
）
に
上
り
ま
し
た
。

ミ
ス
コ
ン
テ
ス
ト

　

須
坂
カ
ッ
タ
カ
タ
ま
つ
り
の
歴
史
の
中

に
は
、
時
代
を
反
映
す
る
も
の
や
ユ
ニ
ー

ク
な
も
の
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
が
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

▲カッタカタと音がし
　ていた繰糸器械   

　

上
の
写
真
は
、
第
12
回
（
平
成
元
年
）
～

第
16
回
（
平
成
５
年
）
ま
で
開
催
さ
れ
た
、

「
ミ
ス
竜
の
里
コ
ン
テ
ス
ト
」の
様
子
で
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
団
体
が
主
催
し
た
こ
の
企

画
は
「
ミ
ス
竜
の
里
」
、「
ミ
ス
蔵
の
ま
ち
」
、

「
ミ
ス
れ
ん
げ
つ
つ
じ
」を
選
出
し
、
一
年

間
須
坂
の
顔
と
し
て
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
活
躍
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
し
た
。

40
回
目
は
原
曲
で
踊
ろ
う

　
今
年
は
、
40
回
の
節
目
の
企
画
と
し
て

「
元
祖
！
須
坂
小
唄
で
踊
っ
て
み
よ
う
♪
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

現
在
使
用
し
て
い
る
須
坂
小
唄
は
、
昭

和
47
年
制
作
の
も
の
で
す
が
、
原
曲
は
、

大
正
12
年
の
制
作
で
す
。
曲
調
は
若
干
異

な
り
ま
す
が
踊
り
は
一
緒
で
す
。
歌
詞
も
、

い
つ
も
の
曲
は
６
番
ま
で
で
す
が
、原
曲
は
９

番
ま
で
あ
り
ま
す
（
左
に
歌
詞
を
掲
載
）
。

　

こ
の
機
会
に
、
歌
詞
の
意
味
な
ど
を
見

つ
め
直
し
、
歌
い
な
が
ら
踊
り
ま
し
ょ
う
。

誰も待たない　待たれもしない
可愛いお前に　逢いたさに
ヤ　カッタカタノタ　ソリャ　
カッタカタノタ 

可愛い私は　須坂の町に　
須坂恋しか　あのお月
ヤ　カッタカタノタ　ソリャ　
カッタカタノタ 

お月や工場を　チョイと来てのぞく
誰に思いを　かけたやら
ヤ　カッタカタノタ　ソリャ
カッタカタノタ 

誰に思いを　友達衆よ
ホロロホロロと　夜がふける
ヤ　カッタカタノタ
ソリャ　カッタカタノタ

ホロロホロロと　須坂の町の
寢ずの番やら　あのお月
ヤ　カッタカタノタ　ソリャ
カッタカタノタ

お月や姿は　むらくもまかせ
糸はその日の　枠まかせ
ヤ　カッタカタノタ　ソリャ
カッタカタノタ

糸は艷
つや

持つ　皆さんたちよ
私や姿も　まだわかい
ヤ　カッタカタノタ　ソリャ
カッタカタノタ

須坂よいとこ　須坂の町の
工場みせたや　この繁

はんじょう

昌
ヤ　カッタカタノタ　ソリャ
カッタカタノタ
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須
坂
カ
ッ
タ
カ
タ
ま
つ
り
の
魅
力

ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
る
竜
み
こ
し「
赤
竜
」と「
青
竜
」

美
し
い
踊
り
や
個
性
あ
ふ
れ

る
仮
装
・
山
車
デ
コ
レ
ー
シ

ョ
ン

　

昭
和
62
年
、
須
坂
市
の
イ
メ
ー
ジ
が
「
竜
の
里
須
坂
」と
命
名
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、
市

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
竜
を
み
こ
し
に
表
現
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　

八
幡
み
こ
し
愛
好
会
の
み
な
さ
ん
が
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
の
か
け
声
で
担
ぐ
「
赤
竜
」と
、
信

州
須
坂
青
龍
會か

い

の
み
な
さ
ん
が
「
セ
イ
ヤ
」
の
か
け
声
で
担
ぐ
「
青
竜
」
の
２
体
が
、
ま
つ
り

の
大
休
憩
（
午
後
７
時
～
）
の
間
に
勇
壮
な
姿
を
現
し
ま
す
。

　

な
お
、
「
青
竜
」は
、
ま
つ
り
に
参
加
し
て
い
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
飛
び
入
り
で
担
ぐ

こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
は
乗
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
み
こ
し
を
担
い
で
一
緒
に
ま
つ
り
を

盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

須
坂
カ
ッ
タ
カ
タ
ま
つ
り
で
は
、
▼

踊
り
コ
ン
テ
ス
ト
▼
仮
装
・
山
車
デ
コ

レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

踊
り
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
踊
り
の
美

し
さ
や
連
の
一
体
感
な
ど
を
参
加
連
の

投
票
で
各
賞
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

仮
装
・
山
車
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
は
、
「
仮
装
部
門
」と
「
山
車
デ

コ
レ
ー
シ
ョ
ン
部
門
」
を
設
け
て
、
そ

れ
ぞ
れ
審
査
員
が
各
賞
を
決
定
し
て
い

ま
す
。

　

毎
年
、
参
加
連
の
み
な
さ
ん
は
、
そ

の
年
の
流
行
な
ど
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

趣
向
を
凝
ら
し
た
仮
装
・
山
車
デ
コ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
準
備
し
、
多
く
の
人
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

▲青竜（左）と赤竜（右）

▲昨年の山車デコレーションコン
　テスト最優秀賞　八幡町連

▲昨年の仮装コンテスト優秀賞
　生活クラブとゆかいなボーダーズ連

▲昨年の踊りコンテスト「みんなに選ば
　れたで賞」　ＫＩＺＵＮＡ連

須
坂
カ
ッ
タ
カ
タ
ま
つ
り

参
加
者
募
集

　

７
月
22
日
㈯
に
開
催
す
る
「
第
40

回
記
念
須
坂
カ
ッ
タ
カ
タ
ま
つ
り
」
。

　

「
踊
り
の
祭
典
」
の
参
加
者
を
募
集

中
で
す
。
会
場
で
は
、
記
念
の
う
ち

わ
を
配
布
し
ま
す
。

【
踊
り
の
祭
典
】

　

小
・
中
・
高
校
生
、
一
般
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
職
場
の
仲
間

や
友
人
と
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
費　

無
料

※
中
学
生
以
下
の
連
は
、
大
人
の
同

伴
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

申
込
方
法　

商
業
観
光
課
（
須
坂
駅

前
ビ
ル
シ
ル
キ
ー
２
階
）
に
あ
る
申

込
書
を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
も
可
）
。
申
込
書
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.

s
u
z
a
k
a
.
n
a
g
a
n
o
.
j
p
/
e
n
j
o
y
/

k
a
n
k
o
u
/
m
a
t
s
u
r
i
/

）
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
期
限　

６
月
23
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

商
業
観
光
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
５


０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
４
１
）

【
お
ま
つ
り
広
場
】

　

ダ
ン
ス
・
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
と
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
実
施

し
ま
す
。

※
募
集
は
締
め
切
り
ま
し
た
。

問
合
せ　

須
坂
新
聞
㈱

（
☎
０
２
６
‐
２
４
５
‐
５
３
２
０
）
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須
坂
カ
ッ
タ
カ
タ
ま
つ
り
へ
の
想
い

　

毎
年
、
須
坂
カ
ッ
タ
カ
タ
ま
つ
り
に
参
加
し
て
い
る
踊
り
連
の
方
に
、
ま
つ

り
へ
の
想
い
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

第
１
回
か
ら
参
加

　

カ
ッ
タ
カ
タ
ま
つ
り
は
今
年
40
回
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
須
坂
ハ
イ
ラ
ン
ド
町
は
、

昨
年
、
区
制
40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
現

在
、
１
２
４
世
帯
、
約
２
４
０
人
が
暮
ら

し
て
い
ま
す
。

　

ま
つ
り
に
は
、
第
１
回
の
須
坂
ま
つ
り

か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。
当
時
は
、
子
ど

も
み
こ
し
に
も
参
加
し
て
い
て
、
多
く
の

子
ど
も
た
ち
と
手
作
り
の
お
み
こ
し
を
担

い
で
、
と
て
も
に
ぎ
や
か
で
し
た
。

　
ま
つ
り
で
住
民
同
士
の
連
帯
感

　
ま
つ
り
に
は
、
毎
年
町
の
中
で
実
行
委

員
会
を
組
織
し
て
準
備
し
て
い
ま
す
。
そ

の
中
の
山
車
部
会
が
山
車
デ
コ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
制
作
し
て
い
て
、
過
去
に
は
コ
ン
テ

ス
ト
で
受
賞
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

カ
ッ
タ
カ
タ
ま
つ
り
は
学
校
の
伝
統
行
事

　

私
が
勤
め
る
旭
ケ
丘
小
学
校
で
は
、
毎

年
４
年
生
が
須
坂
市
の
文
化
や
歴
史
、
伝

統
産
業
な
ど
を
学
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
で

学
習
し
た
地
元
の
文
化
の
良
さ
を
味
わ
お

う
と
、
毎
年
６
年
生
が
須
坂
カ
ッ
タ
カ
タ

ま
つ
り
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

６
年
前
か
ら
は
、「
ど
う
せ
出
る
な
ら
み

ん
な
で
思
い
切
り
楽
し
も
う
」
と
、
か
ぶ

り
も
の
で
仮
装
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
て

い
ま
す
。
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど

を
モ
チ
ー
フ
に
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間

な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、
児
童
た
ち
は
自

分
た
ち
の
手
作
り
で
、
仮
装
の
か
ぶ
り
も

の
を
作
っ
て
い
ま
す
。
ま
つ
り
の
本
番
で

は
、
か
ぶ
り
も
の
に
合
わ
せ
て
仮
装
も
し

て
、
み
ん
な
で
踊
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
つ
り
で
達
成
感
や
誇
り
を
感
じ
る

　

私
は
赴
任
し
て
10
年
目
に
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
に
５
度
カ
ッ
タ
カ
タ
ま
つ
り
に

参
加
し
、
過
去
に
は
仮
装
コ
ン
テ
ス
ト
の

最
優
秀
賞
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
経
験
で
感
じ
た
こ
と
は
、
児
童
た

連
続
出
場
の
火
を
絶
や
さ
な
い

絆
が
深
ま
る
一
夏
の
思
い
出

▲昨年の旭ケ丘小学校６年生の「ＫＩＺＵＮＡ連」
　踊りコンテストで「みんなに選ばれたで賞」を受賞　

▲昨年の須坂ハイランド町連

井口正敏さん
（旭ケ丘小学校
 教諭）

荒井和夫さん
（平成29年須坂ハ
イランド町区長）

ち
が
保
護
者
と
共
に
達
成
感
や
学
級
の
誇

り
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

仮
装
の
制
作
で
は
、
お
互
い
に
知
恵
を

出
し
助
け
合
い
な
が
ら
、
作
り
上
げ
る
喜

び
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
つ
り
本
番
で
は
、

す
れ
違
う
踊
り
連
や
沿
道
の
方
か
ら
声
を

か
け
て
い
た
だ
い
た
り
す
る
中
で
、
ふ
れ

あ
い
が
生
ま
れ
、
一
体
感
や
つ
な
が
り
と

い
っ
た
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

卒
業
し
た
児
童
た
ち
は
、
卒
業
文
集
に

カ
ッ
タ
カ
タ
ま
つ
り
の
思
い
出
を
書
く
児

童
も
多
く
、
本
当
に
良
い
経
験
に
な
っ
て

い
る
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
元
気
な
姿
を
見
て
ほ
し
い

　

今
年
の
児
童
た
ち
も
最
優
秀
賞
を
目
指

し
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
手
作
り
の

仮
装
で
元
気
い
っ
ぱ
い
踊
る
様
子
を
み
な

さ
ん
に
見
て
ほ
し
い
で
す
。

　

町
と
し
て
ま
つ
り
に
参
加
す
る
こ
と
の

一
番
の
魅
力
は
、
住
民
同
士
の
交
流
の
場

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

同
じ
屋
根
の
下
に
住
ん
で
い
て
も
、
普

段
あ
ま
り
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
な
い
方

も
い
ま
す
が
、
ま
つ
り
で
踊
り
な
が
ら
親

睦
を
深
め
る
こ
と
で
、
区
民
同
士
の
連
帯

感
や
つ
な
が
り
の
輪
が
広
が
り
ま
す
。
過

去
に
は
、
企
業
の
社
宅
と
し
て
活
用
し
て

い
る
部
屋
に
住
む
外
国
人
の
方
も
参
加
し

た
年
が
あ
り
、「
良
い
思
い
出
に
な
っ
た
」

と
喜
ん
で
い
た
の
も
印
象
的
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
毎
年
カ
ッ
タ
カ
タ
ま
つ
り

に
参
加
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。



広報 平成29年６月号 ・６・

大雨による災害に備えてハザード
マップで地域の特徴を知ろう

防　災

問合せ　総務課（☎026‐248‐9000）

あ
な
た
の
住
ま
い
・
会
社
が

「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
」や「
浸

水
想
定
区
域
」、「
浸
水
実
績

区
域
」
に
な
っ
て
い
る
か
確

認
す
る

　

市
内
の
河
川
が
氾
濫
し
た
場
合

の
「
浸
水
想
定
区
域
」と
「
土
砂
災

害
危
険
区
域
」
を
一
緒
に
表
示
し

た
避
難
地
図
『
須
坂
市
洪
水
・
土

砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
』
（
以

下
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
・
下
の
写

真
）
を
新
し
く
し
、
４
月
に
全
戸

配
付
し
ま
し
た
。

　

市
内
の
「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
」

や
「
浸
水
想
定
区
域
」
、「
浸
水
実
績

区
域
」
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
市
ホ
ー

▲須坂市洪水・土砂災害ハザー
　ドマップ

浸
水
想
定
区
域
と
は

土
砂
災
害
警
戒
区
域
（
イ
エ

ロ
ー
ゾ
ー
ン
）
と
は

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

（
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）と
は

雨
が
降
り
続
い
た
ら「
土
砂
災

害
警
戒
情
報
」
に
注
意
す
る

　

千
曲
川
と
そ
の
支
流
（
松
川
、

八
木
沢
川
、
百
々
川
、
鮎
川
）
が

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
（
イ
エ
ロ

ー
ゾ
ー
ン
）
は
、
土
砂
災
害
防
止

法
に
基
づ
き
、
土
砂
災
害
発
生
の

お
そ
れ
が
あ
る
次
の
３
区
分
の
場

所
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

【
急
傾
斜
地
の
崩
壊
（
が
け
崩
れ
）
】

▼
傾
斜
度
が
30
度
以
上
で
高
さ
が

　

５
ｍ
以
上
の
区
域

▼
急
傾
斜
地
の
上
端
か
ら
水
平
距

　

離
が
10
ｍ
以
内
の
区
域

▼
急
傾
斜
地
の
下
端
か
ら
急
傾
斜

　

地
の
高
さ
の
２
倍
（
50
ｍ
を
超

　

え
る
場
合
は
50
ｍ
）以
内
の
区
域

【
土
石
流
】

　

土
石
流
の
発
生
の
お
そ
れ
の
あ

る
渓
流
で
、
扇
頂
部
か
ら
下
流
で

勾
配
が
２
度
以
上
の
区
域

【
地
滑
り
】

　

地
滑
り
し
て
い
る
区
域
ま
た
は

地
滑
り
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
区
域

※
須
坂
市
内
に
該
当
す
る
場
所
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
（
イ
エ
ロ

ー
ゾ
ー
ン
）
の
う
ち
、
特
に
、
建

築
物
に
損
壊
が
生
じ
、
住
民
の
生

命
や
身
体
に
著
し
い
危
害
が
生
じ

る
お
そ
れ
が
あ
る
区
域
で
す
。

　

土
砂
災
害
警
戒
情
報
は
、
大
雨

に
よ
る
土
砂
災
害
発
生
の
危
険
度

が
高
ま
っ
た
時
に
発
表
し
ま
す
。

　

情
報
収
集
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

７
月
５
日
㈬

　
　
　
　

午
前
10
時
15
分
頃

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
を
通
じ
た
緊
急
地

震
速
報
と
し
て
、
防
災
行
政
無

線
か
ら
訓
練
放
送
が
流
れ
ま
す
。

　

わ
ず
か
な
時
間
で
、
で
き
る

限
り
安
全
な
場
所
に
避
難
し
身

を
守
る
訓
練
を
し
ま
し
ょ
う
。

緊
急
速
報
の
訓
練
放
送

（
全
国
一
斉
）が
流
れ
ま
す

須坂市で発生した土石流災害「56災害」

　昭和56年８月23日、台風15号により、
須坂市では土石流災害が発生し、10人もの
尊い命が奪われました。
　家屋全壊42戸、床上浸水 218 戸、床下
浸水 583 戸、被害総額91億円の甚大な被
害を受けました。

ム
ペ
ー
ジ（h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.

suzaka.nagano.jp/seikatsu/

b
o
u
s
a
i
/
m
a
p
/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

大
雨
に
よ
っ
て
増
水
し
、
氾
濫
し

た
場
合
に
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
範

囲
と
深
さ
を
示
し
た
場
所
で
す
。

　

想
定
を
超
え
る
降
雨
な
ど
に
よ

り
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
指
定
区

域
外
に
お
い
て
も
浸
水
が
発
生
す

る
場
合
や
想
定
さ
れ
る
水
深
が
実

際
の
浸
水
深
と
異
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。



広報 平成29年６月号・７・

消　防

消防本部からのお知らせ

問合せ　▼消防本部予防課（☎026‐245‐4200）

　　　　▼消防本部総務課（☎026‐245‐4100）

　

危
険
物
の
事
故
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

▼
灯
油
な
ど
危
険
物
施
設
や
周
辺 

の
状
況
を
定
期
的
に
点
検
す
る
。

▼
器
具
や
配
管
な
ど
の
劣
化
、
破

損
の
有
無
を
確
認
す
る
。

▼
灯
油
な
ど
を
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か

ら
小
分
け
す
る
と
き
は
、
そ
の
場

を
絶
対
に
離
れ
な
い
。

▼
灯
油
な
ど
の
流
出
防
止
の
た
め
、

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
に
防
油
堤
を
設
置

す
る
。

▼
地
震
発
生
時
で
も
ホ
ー
ム
タ
ン

ク
が
容
易
に
転
倒
し
な
い
よ
う
、

し
っ
か
り
固
定
す
る
。

問
合
せ　

消
防
本
部
予
防
課

危
険
物
安
全
週
間

６
月
４
日
㈰
～
10
日
㈯

「
あ
な
た
な
ら 

無
事
故
の
着

地 

決
め
ら
れ
る
！
」

と　

き　

６
月
11
日
㈰
午
後
１
時

～
４
時

と
こ
ろ　

須
坂
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド種　

目　

▼
小
型
ポ
ン
プ
操
法
▼

消
防
ラ
ッ
パ
吹
奏

【
親
子
写
生
大
会
】

　

市
民
の
安
心
・
安
全
を
守
る
消

防
団
員
が
消
防
技
術
を
競
う
姿
や

消
防
車
・
救
急
車
の
絵
を
描
き
ま

と　

き　

▼
６
月
29
日
㈭
午
前
９

時
～
午
後
４
時
30
分
▼
６
月
30
日

㈮
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
ま

で
の
２
日
間　

と
こ
ろ　

消
防
本
部
３
階
（
大
会

議
室
）

対　

象　

事
業
所
な
ど
で
防
火
管

理
を
担
当
す
る
方
で
、
防
火
管
理

者
の
資
格
が
無
い
方

受
講
料　

▼
須
高
危
険
物
・
防
火

管
理
協
会
員
…
４
０
０
０
円
▼
会

員
以
外
…
５
０
０
０
円

申
込
期
限　

６
月
９
日
㈮
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
）　

定　

員　

１
０
０
人

問
合
せ　

消
防
本
部
予
防
課

古
い
消
火
器
の
有
料
回
収
と

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

相
談

と　

き　

６
月
10
日
㈯

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

消
防
本
部
前
庭

【
古
い
消
火
器
の
有
料
回
収
】

回
収
費
用　

１
本
に
つ
き
２
千
円

程
度

※
古
い
消
火
器
を
回
収
す
る
の
は
、

年
に
１
回
だ
け
で
す
。

消
防
団
消
防
技
術
大
会

甲
種
防
火
管
理
者
新
規
（
資

格
取
得
）
講
習
会

▲昨年の消防団消防技術大会の様子

　

長
野
県
登
山
安
全
条
例
の
施
行

に
よ
り
、
昨
年
か
ら
県
内
の
指
定

山
岳
を
登
山
す
る
場
合
、
県
知
事

　県内の指定山岳は 122 カ

所です。そのうち、須坂市

にある指定山岳は、次の３

山です。

▼根子岳

▼浦倉山

▼四
あずまや

阿山

安
全
で
安
心
な
登
山
を
楽
し

む
た
め
に

【
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

 

相
談
】

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は

義
務
で
す
。

　

ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
方
は
、

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
『
広
報
す
ざ
か
』
５
月
号

12
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

消
防
本
部
予
防
課

し
ょ
う
。

※
画
用
紙
は
主
催
者
が
用
意
し
ま

す
。

受
付
開
始　

午
後
０
時
30
分

対　

象　

▼
幼
稚
園
・
保
育
園
児

▼
小
学
生

問
合
せ　

消
防
本
部
総
務
課

に
対
し
て
「
登
山
計
画
書
（
届
出
）
」

の
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

提
出
先

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
提
出
】

県
山
岳
高
原
観
光
課

０
３
‐
６

８
６
２
‐
５
０
３
５

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
送
信
フ
ォ

 

ー
ム
か
ら
提
出
】

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
送
信
フ
ォ
ー

ム

（h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
s
h
i
n
s
e
i
.

elg-front.jp/nagano/uketsu

k
e
/
d
f
o
r
m
.
d
o
?
i
d
=
1
3
5
9
6
8
3
1
7

6
2
7
4

）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、登

山
計
画
書
を
添
付
し
て
送
信

【
登
山
ポ
ス
ト
】

指
定
登
山
口
付
近
に
あ
る
「
登
山

ポ
ス
ト
」
へ
投
函

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

須
高
地
区
山
岳
遭
難
防

止
対
策
協
会（
消
防
本
部
総
務
課
内
）

（
☎
０
２
６
‐
２
４
５
‐
４
１
０
０
）



広報 平成29年６月号 ・８・

問合せ　保健センター（☎026‐248‐9023）

食
育
を
推
進
し
て
い
ま
す

「
食
で
す
こ
や
か
親
子
で
ク

ッ
キ
ン
グ
」
開
催

　

市
で
は
、
第
２
期
食
育
推
進
基

本
計
画「
須
坂 

食
で
健
や
か
計
画
」

を
策
定
し
、
学
校
や
地
域
な
ど
と

連
携
し
て
食
育
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　

計
画
で
は
、「
共
に
食
べ
る
と
お

い
し
い
、
楽
し
い
（
共
食
）
」
、
「
食

事
を
作
る
力
を
つ
け
る
」
、
「
須
坂

の
旬
を
大
切
に
食
べ
る
」
を
基
本

目
標
と
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
３
つ
の
目
標
は
、
市

民
（
家
庭
）
、
保
育
園
・
幼
稚
園
、

学
校
、
地
域
お
よ
び
市
が
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
内
の
全
小
学
３
年

生
の
児
童
と
そ
の
保
護
者
を
対
象

に
「
食
で
す
こ
や
か
親
子
で
ク
ッ

キ
ン
グ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
子
ど
も
と
保
護

者
に
「
朝
食
の
大
切
さ
を
理
解
し

て
も
ら
う
」
こ
と
や
「
旬
の
食
材

を
使
い
親
子
で
料
理
を
す
る
こ
と

で
、
家
庭
で
の
食
卓
作
り
に
つ
な

　

毎
年
６
月
は
「
食
育
月
間
」
、
毎

月
19
日
は
「
食
育
の
日
」で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
日
頃
の
食
生
活

を
見
直
し
、家
族
や
友
人
な
ど
と
楽

し
く
食
卓
を
囲
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

共
に
食
べ
る

「
共
食
」の
す
す
め

　

平
成
28
年
度
の
「
食
で
す
こ
や

か
親
子
で
ク
ッ
キ
ン
グ
」
で
行
っ

た
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、

左
記
グ
ラ
フ
の
結
果
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

　

朝
食
を
一
人
ま
た
は
子
ど
も
だ

け
で
食
べ
る
児
童
は
41
・
５
％
で

し
た
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
、「
朝
は
家
族

▼
食
事
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

　

シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
で
、
家
族

　

や
友
人
の
健
康
状
態
や
小
さ
な

　

変
化
に
気
付
き
や
す
く
な
る

▼
「
い
た
だ
き
ま
す
」
、「
ご
ち
そ
う

　

さ
ま
」
の
あ
い
さ
つ
や
は
し
の

　

持
ち
方
な
ど
、
マ
ナ
ー
を
教
え

　

て
も
ら
え
る

▼
食
べ
物
や
作
っ
て
く
れ
た
人
へ

　

の
感
謝
の
気
持
ち
が
育
ま
れ
る

「
共
食
」
の
利
点

「
共
食
」で
カ
ラ
ダ
も
コ
コ
ロ

も
元
気
に
！

■朝ごはんに関するアンケート結果

質問：お子さんは朝食を誰と食べますか？

（平成28年「食ですこやか親子でクッキング」 
 保護者アンケートより）

　　その他　3.8％
（家族で食べる日もあ
れば、子どもだけで食

べる日もある）

家族や友人と一緒に食べる食事は
カラダもココロも元気に！

食　育

６月は食育月間です

が
る
」
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

の
出
か
け
る
時
間
に
合
わ
せ
て
別

々
に
食
事
を
す
る
」
、
「
子
ど
も
た

ち
が
食
べ
て
い
る
時
間
に
弁
当
作

り
や
家
事
を
し
て
い
る
」
な
ど
の

現
状
が
あ
る
様
で
す
。

▼
家
庭
の
味
や
季
節
ご
と
の
行
事

　

食
、
地
元
に
伝
わ
る
郷
土
食
が

　

継
承
さ
れ
る

　

核
家
族
化
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
変
化
な
ど
に
よ
っ
て
、
家
族
が

そ
ろ
っ
て
食
事
を
す
る
こ
と
が
難

し
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
家
族
や
友
人
と
一
緒

に
食
べ
る
食
事
は
、
カ
ラ
ダ
も
コ

コ
ロ
も
元
気
に
し
て
く
れ
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
、
楽
し
く
食
卓
を

囲
ん
で
、
元
気
に
生
活
し
ま
し
ょ

う
！

家族と一緒に
56.7％

兄弟姉妹で
34.0％

一人で
7.5％

▲「食ですこやか親子でクッキング」学習風景



広報 平成29年６月号・９・

問
合
せ　

子
ど
も
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
２
６
）

６
月
分
以
降
の
児
童
手
当
を
受
け
る

に
は
現
況
届
が
必
要
で
す

児
童
手
当

　

現
況
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
の

状
況
を
把
握
し
、
６
月
分
以
降
の

児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要

件
（
児
童
の
養
育
、
生
計
同
一
関

係
な
ど
）
を
満
た
し
て
い
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。

　

必
要
な
書
類
が
提
出
さ
れ
な
い

場
合
は
、
６
月
分
以
降
の
児
童
手

当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

▼
現
況
届

▼
受
給
者
の
健
康
保
険
証
の
写
し

▼
平
成
28
年
４
月
１
日
以
降
に
転

入
・
出
生
し
た
児
童
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド

▼
平
成
29
年
１
月
１
日
に
須
坂
市

に
住
所
が
な
か
っ
た
方
は
、
前
住

所
地
の
市
区
町
村
が
発
行
す
る「
平

成
29
年
度 

平
成
28
年
分
の
所
得
、扶

養
、控
除
額
の
記
載
が
あ
る
証
明
書
」

▼
支
給
対
象
の
児
童
の
住
所
が
須

坂
市
以
外
の
市
区
町
村
に
あ
る
場

合
は
、
そ
の
児
童
の
属
す
る
世
帯

全
員
の
住
民
票
（
謄
本
）

※
家
庭
の
状
況
に
よ
っ
て
、
そ
の

他
の
書
類
が
必
要
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
課
（
窓
口
10
番
・
東
庁
舎

１
階
）
へ
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

仕
事
の
都
合
な
ど
で
お
持
ち
い

た
だ
く
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、

郵
送
（
〒
３
８
２
‐
８
５
１
１
須
坂

市
役
所
子
ど
も
課
あ
て
）
で
提
出

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
封
筒
と

切
手
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
記
入
漏
れ
や
添
付
書
類
の
不
備

な
ど
が
あ
る
と
手
続
き
が
遅
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
郵
送
で
提
出

す
る
方
は
特
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
提
出
期
間
】６
月
１
日
㈭
～
30
日
㈮

　

６
月
は
児
童
手
当
の
定
期
支
払

月
で
す
。
指
定
の
口
座
に
６
月
９

日
㈮
に
振
り
込
み
ま
す
。

提
出
書
類

提
出
先
と
提
出
期
間

問合せ　須坂市社会福祉協議会（☎026‐214‐2994）

　市では結婚希望者を支援するため、

結婚相談所の運営を社会福祉協議会に

委託しています。

　平成26年10月に開設し、約 100 人の

方に登録いただいており、現在までに

10組が成婚しています。

結
婚
相
談
所
の
概
要

相
談
所
利
用
の
流
れ

そ
の
他

相
談
時
間　

▼
毎
月
第
１　

３
日

曜
日
…
午
前
９
時
～
正
午
▼
月
～

金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
…
午
前
９

時
～
午
後
４
時

相
談
会
場　

須
坂
市
社
会
福
祉
協

議
会
（
春
木
町
）

※
完
全
予
約
制
で
す
。
事
前
に
電

話
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

対　

象　

▼
男
性
…
市
内
在
住
ま

た
は
市
内
に
勤
務
し
て
い
る
独
身

の
方
▼
女
性
…
独
身
の
方

登
録
料　

無
料
（
相
談
料
お
よ
び

成
婚
料
も
無
料
）

注
意
事
項　

本
人
以
外
の
相
談
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん

▼
よ
り
多
く
の
方
と
出
会
え
る
よ

う
「
な
が
の
結
婚
マ
ッ
チ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
（
県
が
運
営
）
」
も
利
用
で

き
ま
す
。

▼
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
や
婚
活
セ
ミ

ナ
ー
も
開
催
し
ま
す
。登
録
さ
れ
た

方
に
は
、事
前
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・

結婚相談所を
ご活用ください

少子化対策

～結婚を希望しているみなさんへ～

①
登
録　

電
話
で
日
時
を
予
約
の

う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。
登
録
に

必
要
な
書
類
や
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
相
談　

担
当
相
談
員
を
決
め
、

相
談
員
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な

が
ら
紹
介
カ
ー
ド
を
ご
覧
い
た
だ

き
、
相
手
を
探
し
ま
す
。

③
紹
介　

会
い
た
い
相
手
が
見
つ

か
っ
た
ら
、
ま
ず
相
談
員
が
相
手

に
連
絡
し
ま
す
（
こ
の
時
点
で
お

相
手
の
氏
名
や
住
所
を
知
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
）
。

④
お
見
合
い　

相
手
か
ら
承
諾
い

た
だ
く
と
お
見
合
い
に
な
り
ま
す
。

お
互
い
に
好
印
象
だ
っ
た
場
合
は
、

自
己
責
任
で
連
絡
先
を
交
換
し
ま

す
（
初
回
の
お
見
合
い
は
相
談
員

も
立
ち
合
い
ま
す
）
。

⑤
交
際　

交
際
中
も
相
談
員
が
相

談
に
の
り
ま
す
。

⑥
成
立　

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
成
婚
お
祝
い
金
を
お

渡
し
し
ま
す
。

結婚相談員（右から青木さん、
荒巻さん、荒井さん）

私たちにどんな悩みでも
ご相談ください！



広報 平成29年６月号 ・10・

税
　
金

　

市
・
県
民
税
は
、
平
成
28
年
１

月
～
12
月
の
所
得
を
も
と
に
計
算

し
ま
す
。　

平
成
29
年
度

市
・
県
民
税
の
お
知
ら
せ

　

市
・
県
民
税
は
、
日
常
生
活
に

必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
市
や
県

が
提
供
す
る
た
め
の
財
源
と
な
る

大
切
な
税
金
で
す
。

　

平
成
29
年
度
の
市
・
県
民
税
は

平
成
29
年
１
月
１
日
に
須
坂
市
に

住
民
登
録
が
あ
っ
た
方
に
課
税
し

ま
す
。
１
月
２
日
以
降
に
転
入
さ

れ
た
方
は
、
転
入
前
の
市
区
町
村

で
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

１
月
２
日
以
降
に
亡
く
な
ら
れ

た
方
の
納
付
義
務
は
消
滅
し
な
い

の
で
、相
続
人
が
納
め
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

税
務
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
１
）

市
・
県
民
税
と
は

税
額
の
計
算
方
法

普通徴収の納期限

第１期…６月30日㈮

第２期…８月31日㈭

第３期…10月31日㈫

第４期…平成30年

　　　　１月31日㈬

納
税
方
法
と
納
付
場
所

　

下
表
の
と
お
り
、
納
税
方
法
に

よ
っ
て
、
納
付
月
な
ど
が
そ
れ
ぞ

れ
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

納
付
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
金

融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
、
税
務
課
（
窓
口
２
番
・
本
庁

舎
１
階
）
で
納
付
で
き
ま
す
。

　

納
付
書
で
納
付
す
る
方
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
め
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
納
付
書
の
裏
面
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
・
県
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
　

控
除
額
は
通
知
書
に
記
載

　

平
成
21
年
～
27
年
に
入
居
し
、

所
得
税
の
確
定
申
告
ま
た
は
給
与

事
業
者
の
み
な
さ
ん
へ

　

長
野
県
と
県
内
全
77
市
町
村
は
、

平
成
30
年
度
か
ら
原
則
す
べ
て
の

事
業
者
を
特
別
徴
収
義
務
者
に
指

定
し
、
特
別
徴
収
を
行
っ
て
い
た

だ
く
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
す
。

　

ア
ル
バ
イ
ト
や
パ
ー
ト
な
ど
を

含
む
す
べ
て
の
従
業
員
が
特
別
徴

収
の
対
象
で
す
。

　

現
在
、
特
別
徴
収
を
行
っ
て
い

な
い
事
業
者
は
、
特
別
徴
収
の
実

施
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

口座振替
（普通徴収）

年４回

年金から差し引き
（年金特別徴収） 年６回

給与から差し引き
（給与特別徴収）

年12回
給与から毎月差し引き
（６月～平成30年５月まで）

納付回数納め方の詳細

納付書
（普通徴収）

勤務先を通じて送付

自宅へ郵送
６月13日㈫発送予定

納税通知の方法

年金から毎回差し引き
（４月～平成30年２月まで）

通知書同封の納付書で各納期限まで
に納付

指定登録口座から各納期限に引き落
とし

納税方法

平
成
29
年
度
所
得
課
税
証
明

書
は
６
月
９
日
か
ら
発
行
で

き
ま
す

所
得
課
税
証
明
書
を
夜
間
や

土
・
日
曜
日
に
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す

発
行
場
所　

税
務
課
（
窓
口
２
番
）

※
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

手
数
料　

１
通
３
０
０
円

持
ち
物　

▼
本
人
確
認
が
で
き
る

官
公
署
が
発
行
し
た
写
真
付
き
の

証
明
書
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
▼
は

ん
こ

※
写
真
付
き
の
証
明
書
が
な
い
場

合
は
、
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類

を
２
点
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
代
理

人
の
場
合
は
、
委
任
状
と
代
理
人

の
本
人
確
認
が
で
き
る
証
明
が
必

要
で
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い

▼
収
入
が
年
金
所
得
の
み
で
申
告

が
不
要
だ
っ
た
方
以
外
で
、
年
末

調
整
や
確
定
申
告
、
市
・
県
民
税

の
申
告
を
し
て
な
い
方
の
所
得
証

明
書
は
発
行
で
き
ま
せ
ん
（
申
告

後
に
発
行
で
き
ま
す
）
。

▼
年
末
調
整
や
確
定
申
告
、
市
・

県
民
税
の
申
告
を
し
た
方
で
、
他

に
申
告
す
べ
き
所
得
が
あ
る
と
判

断
さ
れ
る
方
の
所
得
証
明
書
は
発

行
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
税
務
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

事
前
の
電
話
予
約
で
、
時
間
外

に
市
役
所
宿
直
室
で
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

予
約
な
ど
の
詳
細
は
、
税
務
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

の
年
末
調
整
で
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
（
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
）を
申

告
し
た
方
は
、
納
税
通
知
書
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

市
・
県
民
税
で
も
控
除
で
き
る

額
が
あ
る
場
合
は
、
通
知
書
に
控

除
額
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
だ
申
告
を
し
て
い
な
い
方
は
、

今
年
度
の
市
・
県
民
税
の
納
税
通

知
書
が
手
元
に
届
く
前
に
、
税
務

署
で
確
定
申
告
し
、
本
人
控
を
税

務
課
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

税
金
は
、
納
期
限
ま
で

に
納
め
ま
し
ょ
う
。



　

科
医
療
連
携
室
に
相
談
し
て
く

　

だ
さ
い
。

　

問
合
せ　

長
野
県
在
宅
歯
科
医

　

療
連
携
室（
☎
０
２
６
‐
２
１
５
‐

　

５
０
１
５
）（
平
日
午
前
10
時
～

　

午
後
４
時
）

Ｑ
利
用
時
に
気
を

 

つ
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
訪
問
す
る
歯
科
医
師
に
、
事
前

　

に
体
の
状
態
や
お
口
の
悩
み
、

　

普
段
飲
ん
で
る
お
薬
な
ど
を
相

　

談
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

予
約
を
す
る
と
き
な
ど
に
、ご
自

　

身
の
情
報
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
治
療
が
終
わ
っ
た
後
は
ど
う
す

　

れ
ば
良
い
で
す
か
？

Ａ
治
療
が
終
わ
っ
て
も
、
そ
の
後

　

も
定
期
的
に
口
腔
ケ
ア
を
継
続

　

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ケ
ア
を
す
る
こ
と
で
、
む
し
歯

　

や
歯
周
病
、
入
れ
歯
の
不
具
合

　

な
ど
早
期
に
発
見
で
き
た
り
、

　

口
臭
の
軽
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
　

　
　

介
護
保
険
を
利
用
さ
れ
て
い

　

る
方
は
、
必
要
に
応
じ
て
歯
科

　

医
師
・
歯
科
衛
生
士
の
訪
問
に

　

よ
る
相
談
が
で
き
ま
す
。

　
　

歯
科
医
ま
た
は
介
護
支
援
専

　

門
員
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

　

ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

広報 平成29年６月号・11・

ヘ
ル
パ
ン
ギ
ー
ナ（
夏
か
ぜ
）に
注
意
し
ま
し
ょ
う

問
合
せ　

地
域
医
療
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
室

　
　
　
　

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
１
０
１
）

住　

所　

須
坂
市
大
字
須
坂
１
３
９
１
（
須
高
医
師
会
館
２
階
）

　

小
さ
な
お
子
さ
ん
が
多
く
感

染
す
る
病
気
の
一
つ
で
す
。

　

突
然
、
39
℃
以
上
の
熱
が
出

た
り
、
の
ど
な
ど
に
赤
い
発
疹

が
出
て
痛
み
、
水
分
を
飲
み
込

め
な
く
な
る
な
ど
の
症
状
が
出

た
り
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
市
内
の
園
や

学
校
で
ヘ
ル
パ
ン
ギ
ー
ナ
感
染

に
よ
る
欠
席
者
が
出
て
い
ま
す
。

ヘ
ル
パ
ン
ギ
ー
ナ
と
は

予
防
方
法

感
染
症
情
報
を
毎
日
更

新
し
て
い
ま
す

　

ヘ
ル
パ
ン
ギ
ー
ナ
に
は
ワ
ク

チ
ン
が
な
く
予
防
接
種
が
で
き

な
い
の
で
、
こ
ま
め
に
手
洗
い

を
す
る
な
ど
の
予
防
が
大
切
で

す
。

　

ま
た
、
急
な
高
熱
や
の
ど
の

痛
み
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
早

め
に
医
療
機
関
で
受
診
し
ま
し

ょ
う
。

　

須
高
地
域
の
園
・
学
校
に
お

け
る
、
ヘ
ル
パ
ン
ギ
ー
ナ
な
ど

の
欠
席
者
数
を
ま
と
め
、
早
期

に
予
防
対
策
が
行
え
る
よ
う
に
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ピ
ッ
ク

ス
【
須
高
地
域
感
染
症
情
報
】で

毎
日
更
新
し
て
い
ま
す
。

※
下
の
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
も
接

続
で
き
ま
す
。

４ ８６ 10 12５ ９７ 11 １ ２ ３（月）
０

10

20

30

40

50

60
（人）（「感染症情報収集システム」より）

※春・夏・冬
休みのデータ
は保育園のみ
となります。

ヘルパンギーナによる市内の園・学校欠席者数

平成26年
平成28年

25
17

２

０ ０

８

20

６
１

53

須高歯科医
師会からの
お知らせ

訪
問
歯
科
診
療
と
は
？

訪
問
歯
科
診
療
Ｑ
＆
Ａ

　

歯
科
医
師
ま
た
は
歯
科
衛
生
士

が
ご
自
宅
に
訪
問
し
、
む
し
歯
や

歯
周
病
の
治
療
、
入
れ
歯
の
作
成
、

調
整
、修
理
な
ど
を
行
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
歯
み
が
き
な
ど
で
お
口

の
中
を
清
潔
に
す
る
「
口
腔
ケ
ア
」

も
行
い
ま
す
。
口
腔
ケ
ア
は
、
口

腔
の
病
気
だ
け
で
な
く
、
誤ご

え

ん嚥
性

肺
炎
の
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
食
事
が
う
ま
く
で
き
な

い
方
に
対
し
て
、
食
べ
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
な
ど

も
行
い
ま
す
。

Ｑ
利
用
の
対
象
者
は
？　

Ａ
高
齢
や
体
が
不
自
由
な
ど
の
理

　

由
に
よ
り
、
自
宅
療
養
・
施
設

　

療
養
し
て
い
る
方
の
う
ち
、
基

　

本
的
に
歩
く
こ
と
が
で
き
ず
に
、

　

歯
科
医
院
に
通
う
こ
と
が
困
難

　

な
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
保
険
は
き
き
ま
す
か
？

Ａ
医
療
保
険
の
対
象
で
す
。

Ｑ
ど
う
や
っ
て
利
用
す
る
の
？

Ａ
ま
ず
は
、
か
か
り
つ
け
の
歯
科

　

医
院
ま
た
は
、
長
野
県
在
宅
歯

問合せ　保健センター（☎026‐248‐9023）

ご存知ですか？訪問歯科診療

歯の健康

６月４日～６月10日は歯と口の健康週間



広報 平成29年６月号 ・12・

申込・問合せ　市観光協会（☎026‐215‐2225）

観光ウォーキングなどの
イベント情報

イベント

　

百
万
株
と
も
い
わ
れ
る
県
内
有

数
の
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
の
群
生
地
を

見
に
行
き
ま
せ
ん
か
。

期　

間　

６
月
１
日
㈭
～
25
日
㈰

と
こ
ろ　

五
味
池
破は

ふ風
高
原
自
然
園

環
境
保
護
協
力
金　

一
人
２
０
０

円
（
中
学
生
以
下
無
料
）

レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
in
五
味
池

～
百
万
株
の
群
生
地
～

と　

き　

６
月
17
日
㈯
午
前
９
時

～
正
午

歩　

程　

約
3.5
㎞
…
▼
ふ
れ
あ
い

公
園
▼
大
池
（
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
の

大
群
生
と
ワ
ラ
ビ
狩
り
）

※
集
合
・
解
散
は
五
味
池
破
風
高

原
第
一
駐
車
場
。
雨
天
決
行
。

参
加
費　

１
０
０
０
円
（
環
境
保

護
協
力
金
含
む
）

※
お
や
き
が
付
き
ま
す
が
昼
食
・

飲
み
物
な
ど
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

大
人
の
社
会
見
学

　
豊
丘

ダ
ム
・
花
苗
生
産
販
売
所

　

ダ
ム
施
設
や
お
花
好
き
な
方
は

必
見
で
す
。
湯
っ
蔵
ん
ど
で
健
康

ラ
ン
チ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と　

き　

６
月
24
日
㈯
午
前
９
時

～
午
後
０
時
10
分

コ
ー
ス　

▼
豊
丘
ダ
ム
▼
花
苗
生

産
販
売
所
▼
湯
っ
蔵
ん
ど
（
昼
食
）

※
集
合
は
湯
っ
蔵
ん
ど
。
移
動
は

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
と
送
迎
バ
ス
。

入
浴
、
自
由
解
散
に
な
り
ま
す
。

雨
天
決
行
。

参
加
費　

４
５
０
０
円
（
昼
食
代
・

湯
っ
蔵
ん
ど
入
浴
料
含
む
）

定　

員　

20
人
（
申
込
順
）

申
込
期
限　

６
月
22
日
㈭

　

滝
か
ら
出
る
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン

で
癒
さ
れ
て
、
身
も
心
も
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
し
て
く
だ
さ
い
！

と　

き　

８
月
11
日
㈮
午
前
10
時

～
午
後
１
時

歩　

程　

約
３
㎞
…
▼
米
子
不
動

尊
▼
不
動
滝
▼
権
現
滝
▼
米
子
鉱

山
跡
地
▼
あ
ず
ま
や

※
集
合
・
解
散
は
米
子
大
瀑
布
駐

車
場
。
雨
天
決
行
。

参
加
費　

１
０
０
０
円
（
お
や
き
・

旬
の
お
土
産
付
き
）

※
昼
食
・
飲
み
物
な
ど
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

定　

員　

40
人
（
申
込
順
）

申
込
期
限　

８
月
９
日
㈬

国
民
の
祝
日「
山
の
日
」

米
子
大
瀑
布

サ
マ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ

▲根子岳山頂

五
味
池
破
風
高
原
ハ
イ
キ
ン
グ

レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
＆
ワ
ラ
ビ
狩
り

　

高
山
植
物
を
鑑
賞
し
な
が
ら
、

ガ
イ
ド
の
案
内
で
登
り
ま
す
。

と　

き　

７
月
23
日
㈰
午
前
５
時

～
午
後
２
時

※
集
合
・
解
散
は
こ
も
れ
び
ホ
ー

ル
（
旧
峰
の
原
高
原
集
会
所
）
。

歩　

程　

約
９
㎞
…
▼
登
山
口
▼

四
阿
山
▼
根
子
岳
山
頂
▼
小
根
子

岳
▼
ザ
レ
岩
▼
避
難
小
屋
▼
登
山
口

信
州
山
の
日 

日
本
百
名
山
・
四あ

ず
ま
や阿

山
と

花
の
百
名
山
・
根
子
岳

▲五味池破風高原自然園は上信
　越高原国立公園の一部です　

定　

員　

30
人
（
申
込
順
）

申
込
期
限　

６
月
14
日
㈬

信
州
Ｄ
Ｃ
（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
が

開
催
さ
れ
ま
す

▲信州ＤＣロゴ

　

Ｄ
Ｃ
（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
は
、
Ｊ
Ｒ
が
地
元

観
光
関
係
者
や
自
治
体
と
協
力
し
、

全
国
の
旅
行
会
社
な
ど
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
全
国
に
そ
の
地
域
を
旅
行

先
と
し
て
Ｐ
Ｒ
す
る
国
内
最
大
級
の

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。

　

今
年
は
「
世
界
級
リ
ゾ
ー
ト
へ
、

よ
う
こ
そ
。
山
の
信
州
」を
テ
ー
マ
に

「
信
州
Ｄ
Ｃ
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

須
坂
市
で
予
定
し
て
い
る
信
州
Ｄ
Ｃ

関
連
イ
ベ
ン
ト

▼
五
味
池
破
風
高
原
の
イ
ベ
ン
ト（
６
月
）

▼
峰
の
原
高
原
の
イ
ベ
ン
ト
（
６
月
）

▼
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
長
野
電

鉄
須
坂
駅
で
お
出
迎
え
（
７
月
１
日
）

▼
根
子
岳
～
四
阿
山
縦
走
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
（
７
月
23
日
）

▼
び
ゅ
う
バ
ス
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
旬

の
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
す
る
観
光
バ
ス
）

の
運
行
（
７
～
９
月
）

▼
米
子
大
瀑
布
サ
マ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ

（
８
月
11
日
）　
　
　
　
　
　
　

　

イ
ベ
ン
ト
の
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
観
光
協
会

（
☎
０
２
６
‐
２
１
５
‐
２
２
２
５
）

参
加
費　

４
５
０
０
円
（
入
山
料
・

保
険
料
含
む
）

※
昼
食
・
飲
み
物
な
ど
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

定　

員　

15
人
（
申
込
順
）

申
込
期
限　

７
月
20
日
㈭

共　

催　

峰
の
原
高
原
観
光
協
会



広報 平成29年６月号・13・

問合せ　臥竜公園管理事務所（☎026‐245‐1770）

動物園イベント情報
～楽しいイベント盛りだくさん　～！

　詳しくは動物園ホーム

ページをご覧いただくか、

お問い合わせください。

家
畜
動
物
た
ち
を
学
ぼ
う

～
見
て
、ふ
れ
て
、楽
し
く
学
ぶ
～

父
の
日
イ
ベ
ン
ト

と　

き　

▼
６
月
17
日
㈯
▼
18
日
㈰

※
18
日
㈰
は
「
お
父
さ
ん
」
の
入
園

料
が
無
料
で
す
。

と
こ
ろ　

本
園
休
憩
所

内　

容　

父
の
日
折
り
紙
教
室（
お

　

６
月
15
日
は
、
日
本
動
物
園
水

族
館
協
会
の
「
種
保
存
会
議
」で
定

め
ら
れ
た
「
オ
ウ
ム
・
イ
ン
コ
デ
ー
」

で
す
。

　

現
在
、
須
坂
市
動
物
園
で
は
オ

ウ
ム
を
飼
育
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

こ
の
日
に
合
わ
せ
、
飼
育
し
て
い

る
イ
ン
コ
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

と　

き　

▼
６
月
10
日
㈯
▼
11
日

㈰
▼
15
日
㈭

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
は
う
す
横（
青

白
テ
ン
ト
特
設
会
場
）

内　

容

▼
ル
リ
コ
ン
ゴ
ウ
イ
ン
コ
ク
イ
ズ

　

（
限
定
20
人
、
土
・
日
曜
日
の
み
）

▼
セ
キ
セ
イ
イ
ン
コ
の
メ
ダ
ル
を

　

つ
く
ろ
う
（
限
定
20
人
、
土
・

　

日
曜
日
の
み
）

▼
イ
ン
コ
大
集
合

▼
須
坂
市
動
物
園
の
イ
ン
コ
に
会

　

い
に
行
こ
う
！

▼
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
イ
ン
コ
た

　

ち
に
色
を
つ
け
よ
う
！

▼
ル
リ
コ
ン
ゴ
ウ
イ
ン
コ
に
な
ろ

　

う　

な
ど

　

家
畜
種
の
必
要
性
や
生
態
・
歴

史
な
ど
を
学
び
な
が
ら
ふ
れ
あ
い

ま
し
ょ
う
。

と　

き　

▼
６
月
24
日
㈯
▼
25
日
㈰

と
こ
ろ　

南
園

内　

容　

▼
南
園
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

▼
家
畜
動
物
の
展
覧
会

▼
ポ
ニ
ー
の
乗
馬

春の臥竜公園写生大会の入賞作品展

と　き　６月15日㈭

　　　　　～23日㈮

　　　　午前９時～

　　　　午後10時

ところ　旧上高井郡役所

　　　　（１階）

入場料　無料

★

旧上高井
郡役所

●図書館

●
中央
公民館

須坂小・
須坂支援
学校

中央公民
館入口

406

上中町

オ
ウ
ム
・
イ
ン
コ
デ
ー

イベント

文

父
さ
ん
に
ミ
ニ
ネ
ク
タ
イ
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
）
…
午
後
１
時
30
分
～
２

時
30
分
（
限
定
20
人
）

観
光
情
報
ア
プ
リ「
須
坂
ま
ち
ウ
ォ
ー
ク
」

が
新
し
く
な
り
ま
し
た
！

問
合
せ　

須
坂
ま
ち
ウ
ォ
ー
ク
事
務
局
（
須
高
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
㈱
内
）

　
　
　
　

（
☎
０
２
６
‐
２
４
６
‐
１
２
２
２
）

情
報
発
信

　

多
く
の
方
に
須
坂
の
魅
力
を
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
須
坂
の
ま

ち
歩
き
に
必
要
な
情
報
を
集
め
た

無
料
ア
プ
リ「
須
坂
ま
ち
ウ
ォ
ー
ク
」。

　

デ
ザ
イ
ン
を
一
新
し
、
便
利
な

機
能
を
加
え
て
、
よ
り
使
い
や
す

く
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

【
新
機
能
】

▼
市
内
に
お
住
ま
い
の
方
に
も
う

　

れ
し
い
生
活
情
報
を
追
加

▼
新
着
情
報
や
動
画
の
有
無
を
ア

　

イ
コ
ン
で
見
や
す
く
表
示

▼
緊
急
情
報
の
ス
ク
ロ
ー
ル
機
能

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
、
下
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
に
ア
ク
セ

ス
し
、
専
用
ア
プ

リ
を
イ
ン
ス
ト
ー

ル
し
て
く
だ
さ
い
。

　

イ
ン
ス
ト
ー
ル
後
は
い
つ
で
も

ア
プ
リ
が
使
え
ま
す
（
ア
プ
リ
を

開
く
と
左
の
画
面
に
な
り
ま
す
）
。

　

既
に
須
坂
ま
ち
ウ
ォ
ー
ク
を
お

使
い
の
方
は
、
ア
プ
リ
を
立
ち
上

げ
る
と
新
ア
プ
リ
へ
の
移
行
画
面

が
表
示
さ
れ
ま
す
。

※
市
で
は
「
須
坂
ま
ち
ウ
ォ
ー
ク
」

の
運
用
を
須
高
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

㈱
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

施
設
や
店
舗
を
紹
介

　

▼
見
る
・
遊
ぶ
▼
食
べ
る
・
飲
む

▼
買
う
▼
温
泉
・
宿
泊
な
ど
、
分

野
ご
と
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

写
真
や
動
画
で
の
紹
介
の
ほ
か
、

現
地
ま
で
の
道
案
内
機
能
も
あ
り

ま
す
。

イ
ン
ス
ト
ー
ル
方
法

よ
り
使
い
や
す
く
！
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出会いの時期に多い消費者トラブル！
知人の紹介でもきっぱりと断る勇気を

消費生活情報

相談・問合せ　消費生活センター・特殊詐欺被害防止センター（☎026-213-7188）

人
権
教
育
啓
発
シ
リ
ー
ズ
②

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

問
合
せ　

人
権
同
和
教
育
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
５
‐
０
９
０
９
）

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
と
は

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
例

　

デ
モ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
な

ど
で
、
特
定
の
国
の
出
身
の
人
々

を
一
方
的
に
社
会
か
ら
追
い
出
そ

う
と
し
た
り
、
一
方
的
に
危
害
を

加
え
よ
う
と
し
た
り
す
る
内
容
の

言
動
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
は
人
々
に
不

安
感
や
嫌
悪
感
を
与
え
る
だ
け
で

な
く
、
人
と
し
て
の
尊
厳
を
傷
つ

け
た
り
、
差
別
意
識
を
生
じ
さ
せ

る
こ
と
に
な
り
か
ね
ず
、
決
し
て

許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
地
域
社
会
か
ら
排
除
す
る
言
動

　

…
「
こ
の
町
か
ら
出
て
行
け
」
、

　

「
自
分
の
国
へ
帰
れ
」　

な
ど

▼
脅
迫
的
言
動
…
「
○
○
人
を
海

　

に
投
げ
入
れ
ろ
」
、
「
○
○
人
は

　

殺
せ
」 

な
ど

▼
著
し
く
侮
辱
す
る
言
動
…
特
定

　

の
国
の
出
身
者
を
昆
虫
や
動
物

　

に
例
え
る　

な
ど

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
平
成
28

年
６
月
３
日
に
「
本
邦
外
出
身
者

に
対
す
る
不
当
な
差
別
的
言
動
の

解
消
に
向
け
た
取
組
の
推
進
に
関

す
る
法
律
（
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対

策
法
）
」が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
は
、
こ
の
よ
う
な
不

当
な
差
別
的
言
動
は
許
さ
れ
な
い

こ
と
を
宣
言
す
る
と
と
も
に
、
更

な
る
人
権
教
育
と
啓
発
を
通
じ
、

外
国
出
身
者
に
対
す
る
不
当
な
差

別
的
言
動
の
解
消
に
向
け
た
取
り

組
み
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

　

ま
た
、
そ
の
施
策
と
し
て
、
国

お
よ
び
地
方
公
共
団
体
は
、
相
談

体
制
の
整
備
や
教
育
の
充
実
、
啓

発
活
動
な
ど
に
努
め
る
こ
と
を
規

定
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
法
律
の

趣
旨
を
十
分
に
理
解
し
、
み
ん
な

の
力
で
差
別
の
な
い
明
る
い
社
会

を
築
き
ま
し
ょ
う
。

人
権
啓
発

「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対
策
法
」

が
施
行

　

マ
ル
チ
商
法
は
、
人
に
紹
介
す

る
こ
と
で
紹
介
料
が
得
ら
れ
る
と

い
っ
た
も
の
で
、
販
売
組
織
の
会

員
が
友
人
・
知
人
な
ど
を
組
織
に

加
入
さ
せ
、
新
た
に
会
員
に
な
っ

た
人
が
さ
ら
に
新
し
い
会
員
を
加

入
さ
せ
る
、
と
い
う
こ
と
を
繰
り

返
し
て
い
く
商
法
で
す
。

　

契
約
内
容
が
複
雑
で
問
題
が
起

こ
り
や
す
い
取
り
引
き
な
の
で
、

十
分
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

【
マ
ル
チ
商
法
の
注
意
点
】

▼
販
売
成
果
が
上
げ
ら
れ
な
い
場

　

合
、
在
庫
や
借
金
を
抱
え
込
む

▼
知
人
に
勧
誘
・
販
売
す
る
こ
と

　

で
、
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場

　

合
に
人
間
関
係
を
壊
す
こ
と
に

　

つ
な
が
る

▼
「
必
ず
も
う
か
る
」と
い
う
言
葉

　

を
信
じ
、
借
金
を
し
て
契
約
を

　

す
る
と
金
利
の
高
い
ロ
ー
ン
を

　

支
払
い
続
け
る
こ
と
に
な
る

【
お
金
を
借
り
て
ま
で
入
会
を
し

 

た
が
契
約
が
と
れ
な
い
】

　

大
学
の
先
輩
に
「
や
せ
る
薬
が

あ
る
」
と
勧
め
ら
れ
、
特
別
価
格

で
売
る
と
言
わ
れ
た
。
会
員
に
な

れ
ば
２
割
り
引
き
で
購
入
で
き
、

友
人
を
紹
介
す
れ
ば
マ
ー
ジ
ン
が

入
る
と
い
う
説
明
が
あ
っ
た
。

▼
身
近
な
人
か
ら
の
勧
誘
で
も
必

　

要
な
け
れ
ば
き
っ
ぱ
り
と
断
る

▼
「
も
う
か
る
」な
ど
安
易
に
甘
い

　

言
葉
を
信
じ
な
い

▼
取
引
の
内
容
が
理
解
で
き
な
い

　

場
合
は
契
約
を
控
え
る　

▼
マ
ル
チ
商
法
に
は
、
ク
ー
リ
ン

　

グ
・
オ
フ
制
度
の
適
用
が
あ
る

　

の
で
、
困
っ
た
ら
す
ぐ
に
相
談

「
還
付
金
詐
欺
」に
ご
注
意
を
！

　

市
の
職
員
を
か
た
る
者
か
ら「
還

付
金
が
あ
り
ま
す
。手
続
き
は
Ａ
Ｔ

Ｍ
で
行
い
ま
す
」と
電
話
が
あ
り
、

相
手
に
言
わ
れ
る
ま
ま
約
１
０
０

万
円
を
だ
ま
し
取
ら
れ
る
詐
欺
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

市
や
銀
行
か
ら
、
電
話
で
Ａ
Ｔ

Ｍ
に
誘
導
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

須
坂
警
察
署

（
☎
０
２
６
‐
２
４
６
‐
０
１
１
０
）

ト
ラ
ブ
ル
が
多
い
マ
ル
チ
商
法

マ
ル
チ
商
法
の
ト
ラ
ブ
ル
例

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め
に

　

入
会
金
20
万
円
が
必
要
と
言
わ

れ
、「
学
生
ロ
ー
ン
で
借
り
れ
ば
い

い
。
す
ぐ
に
返
済
で
き
る
」
と
強

く
勧
め
ら
れ
、
断
れ
な
か
っ
た
。

　

お
金
を
借
り
て
入
会
し
、
友
人

を
勧
誘
し
た
が
、
契
約
が
取
れ
ず

ど
ん
ど
ん
友
人
が
離
れ
て
い
き
、

ロ
ー
ン
の
返
済
だ
け
が
残
っ
た
。
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市長の

いきいき
　　通信

人
と
の
出
会
い
と
学
び
。
お
当
番
さ
ん

　

去
る
４
月
20
日
を
も
っ
て
、
２
年
間
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
長
野
県
市
長
会
長
の
職
を
退
任
し
ま
し
た
。
２
年
間
の

う
ち
最
初
の
１
年
間
は
、
全
国
市
長
会
副
会
長
も
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
ま
で
も
県
・
北
信
越
・
全
国
の
各
市
長
会
に
出
席
し
て
い

ま
し
た
が
、
県
会
長
お
よ
び
全
国
副
会
長
の
職
を
拝
命
し
ま
し

た
の
で
、
そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
「
地
方
都
市
須
坂
」と
し
て

の
現
状
を
踏
ま
え
、
発
言
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
都
市
圏
と
地
方
圏
の
市
で
は
、
財
政
面
な
ど
で
違
い
が
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
方
圏
で
も
、
長
野
県
と
他
県
と
で
も
違

い
が
あ
り
ま
す
。
「
井
の
中
の
蛙

か
わ
ず

」
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
他
市
長
か
ら
は
、
実
践
者
と
し
て
の
使
命
感
や
生
き

方
、
市
政
運
営
に
関
す
る
ア
イ
デ
ア
な
ど
も
学
び
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
外
部
活
動
が
少
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
須
坂
市
に

お
け
る
四
現
主
義
（
現
場
、
現
物
、
現
実
、
現
人
）を
基
本
に
、

貴
重
な
２
年
間
の
経
験
と
知
見
を
須
坂
市
政
に
生
か
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

私
が
あ
る
役
職
に
就
い
た
と
き
に
、
自
宅
で
「
な
ぜ
、
そ
の

役
職
に
な
っ
た
の
か
」
を
家
族
に
聞
か
れ
ま
し
た
。
私
は
「
順

番
だ
よ
」
と
答
え
る
と
、
年
長
児
の
孫
が
「
じ
ゃ
あ
、
お
当
番

さ
ん
と
同
じ
だ
ね
。
頑
張
っ
て
ね
」
と
言
い
ま
し
た
。

▼
市
長
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
虹
の
ほ
ほ
え
メ
ー
ル
」を
毎
週
木
曜
日
に

お
届
け
し
ま
す
。
登
録
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
s
u
z
a
k
a
.
n
a
g
a
n
o
.
j
p
/
c
o
n
t
e
n
t
s
/
m
e
l
m
a
g
a
/

　

国
で
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

の
た
め
の
国
民
運
動
と
し
て
「
ク

ー
ル
チ
ョ
イ
ス
（
賢
い
選
択
）
」
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
と
は
、
従
来

の
「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」
の
他
に
、
さ
ら

な
る
軽
装
や
効
率
的
な
働
き
方
、

生
活
様
式
の
変
革
な
ど
を
温
暖
化

対
策
の
一
つ
と
し
て
選
択
し
て
い

く
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
温
暖
化
対
策
で
は
、

賢
い
省
エ
ネ
ア
イ
デ
ア
で
次
世
代

の
暮
ら
し
方
を
選
ん
で
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

暑
い
夏
を
快
適
に
過
ご
す
た
め

に
、
通
気
性
や
吸
水
性
の
良
い
服

を
着
た
り
、
過
ご
し
方
の
工
夫
を

心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

左
表
を
参
考
に
、
職
場
や
家
庭

で
も
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
楽
し
み

な
が
ら
、
場
面
に
合
っ
た
ク
ー
ル

チ
ョ
イ
ス
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

クールチョイス（クールビズ）で
夏の快適、楽しくつくりませんか

問合せ　生活環境課（☎026‐248‐9019）

■クールチョイスの取り組み例

クールファッション

…軽装で涼しく

▼機能や素材を生かした服（ポ
　ロシャツなど）の着用
▼うちわや扇子の活用

クールワーク

…効率的な働き方へ

▼勤務時間を朝方に移行する
▼残業をしない
▼長期の夏休みをとる

クールハウス

…設備や機器を利用

　して快適に

▼窓の遮熱シートなどの活用
▼すだれ、よしずやグリーン
　カーテンを設置する
▼こまめな室温確認をする
　（熱中症予防にもなります）

クールアイデア

…ちょっとしたアイ

　デアで涼をとる

▼朝や夕方に打ち水をする
▼体内から冷やしてくれる食
　べ物（キュウリなど）を食べる
▼冷却ジェルシートや氷のう
　などの冷感グッズの活用

クールシェア

…みんなで涼しいと

　ころに集まろう

▼家族は一つの部屋で過ごす
　（エアコンの稼働を一台に）
▼自然が多く涼しい場所で過
　ごす
▼公共施設や飲食店など冷房
　がきいた場所にでかける

温暖化対策

ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
（
ク
ー
ル

ビ
ズ
）
で
温
暖
化
対
策
を

取
り
組
み
の
ポ
イ
ン
ト

　涼しい場所をみん

なで共有（シェア）す

るのもクールチョイ

スの一つです。

　家族で一つの部屋

で過ごしたり、涼し

いところへでかける

ことで、絆も深めら

れます。
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※
お
便
り
の
掲
載
と
ク
イ
ズ
の
当

選
は
別
に
な
り
ま
す
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

竜
ケ
池
・
臥
竜
山
の
散
歩

　
竜
ケ
池
の
周
り
や
臥
竜
山
を
散

歩
す
る
の
が
と
て
も
好
き
で
す
。

　
花
や
鳥
、
山
か
ら
の
見
晴
ら
し

が
四
季
を
通
し
て
楽
し
め
ま
す
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム

　
　
　
高
梨
の
竜
さ
ん
　
66
歳
）

●
須
坂
市
は
自
然
が
豊
か
で
、
四

季
を
楽
し
め
る
と
て
も
良
い
と
こ

ろ
で
す
よ
ね
。
散
歩
を
す
る
と
い

ろ
ん
な
発
見
が
あ
り
ま
す
ね
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

　

新
緑
の
季
節
で
す
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
は
遠

出
を
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
身
近

な
里
山
に
出
か
け
て
、
春
を
満
喫

し
て
き
ま
し
た
。

　
次
は
、
少
し
ず
つ
高
い
山
に
登

っ
て
、
大
自
然
を
満
喫
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　（
佐
藤
さ
ん

　
53
歳
）

●
私
も
佐
藤
さ
ん
と
同
様
で
、
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
は
、
近
場

に
出
か
け
て
、
ゆ
っ
く
り
と
過
ご

し
ま
し
た
。

４
日
間
連
続
の
お
花
見

　

今
年
は
、
４
日
間
連
続
で
臥
竜

公
園
の
お
花
見
に
行
き
ま
し
た
。

　
夜
桜
は
、
最
高
で
し
た
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム

　
　
　
　
　
太
陽
さ
ん

　
73
歳
）

●
私
も
臥
竜
公
園
へ
出
か
け
ま
し

た
。
臥
竜
公
園
の
桜
は
日
本
さ
く

ら
名
所
１
０
０
選
で
す
。
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
た
桜
は
、
池
に
も
映

り
、と
て
も
見
応
え
が
あ
り
ま
し
た
。

須
坂
を
花
の
町

　
先
日
、
図
書
館
の
近
く
に
あ
る

小
学
校
の
桜
に
見
と
れ
、
須
坂
に

も
桜
が
増
え
て
き
た
と
感
じ
ま
し

た
。

　
須
坂
も
花
い
っ
ぱ
い
の
町
に
な

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム

四
ツ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
さ
ん
68
歳
）

●
市
で
も
、
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く

り
を
勧
め
て
い
ま
す
。
町
が
花
い

っ
ぱ
い
に
な
れ
ば
、
す
て
き
で
す

よ
ね
。

ハ
ー
モ
ニ
カ
教
室

　

今
年
も
「
楽
し
い
ハ
ー
モ
ニ
カ

教
室
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
私
は
趣
味
を
持
と
う
と
思
っ
た

と
き
、
た
ま
た
ま
知
人
に
誘
わ
れ

て
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
教
室
に
入
り
ま

し
た
。

　
ハ
ー
モ
ニ
カ
は
、
腹
式
呼
吸
で

の
演
奏
や
持
ち
運
び
可
能
で
あ
る

こ
と
な
ど
、
私
に
手
頃
で
す
。

　
一
曲
吹
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
楽

し
く
な
る
か
な
と
思
い
、
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム

　
　
権
現
の
バ
バ
さ
ん

　
78
歳
）

●
権
現
の
バ
バ
さ
ん
の
か
ら
の
お

便
り
を
読
ん
で
、
頑
張
ら
な
け
れ

ば
と
思
う
人
が
い
る
と
思
い
ま
す
。

私
も
そ
の
一
人
で
す
。
頑
張
っ
て

一
曲
吹
け
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま

す
。

三
角
点

　

た
ま
た
ま
通
り
か
か
っ
た
と
こ

ろ
に
、「
須
坂
基
線
西
端
点（
一
等

三
角
点
）」
と
記
さ
れ
た
三
角
点
が

あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　
選
定
理
由
は
、
家
屋
や
森
林
な

ど
障
害
物
が
な
い
平
坦
地
山
々
の

見
通
し
が
良
い
た
め
と
の
こ
と
で

す
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム

　
　
　
　
す
み
れ
さ
ん
　
47
歳
）

●
す
み
れ
さ
ん
の
お
便
り
で
、
私

も
須
坂
市
に
三
角
点
が
あ
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
所
在
地
は
須
坂

市
大
字
小
河
原
２
２
６
９
番
１
で

す
。
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
s
u
z
a
k
a
.

n
a
g
a
n
o
.
j
p
/
o
t
a
k
a
r
a
/
s
e
a
r
c
h
/

i
t
e
m
.
p
h
p
?
i
d
=
9
6

）を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
下
記
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
も
接
続
で

き
ま
す
。

孫
の
笑
顔

　

こ
の
春
、
保
育
園
に
入
園
し
た

孫
が
熱
を
出
し
た
の
で
、
勤
め
て

い
る
両
親
の
代
わ
り
に
面
倒
を
み

ま
し
た
。

　
須
坂
動
物
園
か
る
た
と
ト
ッ
ト

の
絵
本
を
孫
に
読
み
聞
か
せ
た
ら
、

大
喜
び
で
し
た
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム

　
　
　

　
　
　
　
　
　
杏
さ
ん

　
56
歳
）

●
杏
さ
ん
の
よ
う
に
、
須
坂
の
か

る
た
や
絵
本
を
読
む
こ
と
は
と
て

も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
お

孫
さ
ん
は
、
須
坂
（
郷
土
）を
意
識

す
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

382-8511

須
坂
市
役
所

 

政
策
推
進
課

 

「
み
ん
な
の
広
場
」
係
行

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
ク
イ
ズ
の
答
え
・
希
望
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
番
号
・
ご
意
見

切手

●郵送

●
応
募
方
法

　

ク
イ
ズ
の
答
え
と
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
す
る
プ
レ
ゼ

ン
ト
の
番
号
、
と
っ
て
お
き
の
話
や
日

頃
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
何
か
一
言

ご
意
見
を
必
ず
書
き
添
え
て
、
左
の
あ

て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
可
）
。

※
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
紙
面
で
紹
介

し
ま
す
。
紹
介
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
。
字
数

な
ど
の
都
合
で
内
容
を
調
整
し
掲
載
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切　

６
月
16
日
㈮
必
着

※
当
選
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を
も
っ

　

て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
６
‐
２
４
６
‐
０
７
５
０

●
Ｅ
メ
ー
ル　

i
n
f
o
@
c
i
t
y
.
s
u
z
a
k
a
.

　

n
a
g
a
n
o
.
j
p

ー問題ー

ヒ
ン
ト
…
２
～
５
ペ
ー
ジ

第
〇
回
目

須
坂
カ
ッ
タ
カ
タ
ま
つ
り
は
今

年
で
何
回
目
で
す
か
？

～５月に届いたお手紙から～

お便り紹介コーナーお便り紹介コーナーお便り紹介コーナー

■
今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

市

イ

ク

報

ズ

①
湯
っ
蔵
ん
ど
入
浴
券（
ペ
ア
）

　 

…
…
５
人

湯
っ
蔵
ん
ど
提
供

②
須
坂
温
泉
入
浴
券（
ペ
ア
）

 

…
…
５
人

須
坂
温
泉
古
城
荘
提
供

④
菅
平
グ
リ
ー
ン
ゴ
ル
フ

　
プ
レ
ー
券（
ペ
ア
） 

…
…
１
人

菅
平
グ
リ
ー
ン
ゴ
ル
フ
提
供

③
サ
マ
ー
ラ
ン
ド
入
場
券（
ペ
ア
）

 

…
…
５
人

須
高
行
政
事
務
組
合
提
供

　
７
月
１
日
開
場
予
定



ビューティフルネームビューティフルネームビューティフルネーム

広報 平成29年６月号・17・

　ハスの花のように「どんなに苦しいことがあっても、

負けずに力強く生きてほしい」と願いを込め、名付けま

した。

　電車や働く車などの乗り物が大好きで、外に出るとい

つも探して喜んでいます。

　また、弟が大好きで、ご飯を食べさせたり、歯磨きな

どお世話をしてあげます。

お父さん…文仁さん／お母さん…ひと美さん

宮
みやざき

﨑 蓮
れん

 くん

（２歳４か月）

　このコーナーに登場してくれるお子さんを募集しています。
掲載を希望される方はお気軽に政策推進課へ（☎026-248-9017）

◎
須
坂
の
情
報
が
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
紹
介
さ
れ
る
場
合
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
須
坂
メ
デ
ィ
ア
情
報
」で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　

http://www.city.suzaka.nagano.jp/contents/event/housou.php

※印は母親クラブ共催行事

児童センターで遊ぼう！

７日㈬ 16:00～ 将棋教室②

14日㈬ 16:00～ ドッヂビーで遊ぼう・避難訓練②

21日㈬ 16：00～ トランポリン教室②

28㈰㈬～30日㈮ 16:00～ 認定会

児
童

幼
児
・
親
子

児
童

５日㈪ 10:00～ 須坂探検（笠鉾会館ドリームホ

　　　　　　　 ール）

14日㈬ 16:00～ ドッヂビーで遊ぼう

16日㈮ 16：00～ 囲碁教室①

７日㈬ 10:45～ シャボン玉あそび・園児育児講座

14日㈬ 11:00～ 親子体操＆ヨガ※

21日㈬ 11：00～ 誕生会（４～６月生まれ）

28日㈬ 11:00～ カレンダー作り※

児
童

児
童

幼
児
・
親
子

幼
児
・
親
子

　馬場町 ☎245-5010/245-6588中央児童センター

北旭ヶ丘町 ☎/248-8381北部児童センター

屋部町 ☎/248-2330南部児童センター

高橋町 ☎/246-0079東部児童センター

７日㈬ 15:30～ トランポリン教室②

14日㈬ 15:30～ 囲碁教室

22日㈭ 16:00～ リトミック

28日㈬ 16:00～ 一輪車認定会

７日㈬ 11:00～ しゃぼん玉であそぼう

14日㈬ 10:30～ 簡単おやつ作り

21日㈬ 11:00～ 園長育児講座

28日㈬ 10:30～ 誕生会（４～６月）、リズムあそび

７日㈬ 10:45～ 誕生会（４～６月生まれ）

14日㈬ 10:30～ ハイウェイオアシスであそぼう※

21日㈬ 11:00～ シャボン玉あそび・園長育児講座

７日㈬ 16:00～ みんなでドッヂビー

14日㈬ 16:00～ トランポリン教室②

28日㈬ 16：00～ 認定会保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
相
談

　

体
や
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
・
血

圧
や
体
脂
肪
測
定
な
ど
も
行
っ
て

い
ま
す
。

☎
２
４
８
‐
９
０
２
３

午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
土
・
日
曜
、祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

妊
娠
・
子
育
て
な
ん
で
も
相
談

「
お
ひ
さ
ま
」

☎
２
１
３
‐
６
４
０
０

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
曜
、祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

悩
み
無
料
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
８
０
０
‐
８
０
０
‐
７
２
２
３

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
曜
、祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

！

！

センターに遊びに

くるお友達を紹介

石
い し だ

田結
ゆ う り

理ちゃん

好きな食べ物
…サツマイモ

※印は母親クラブ共催行事

各
種
健
康
相
談

広報テレビ番組

「“共創”皆でつくろう元気なすざか」

 (須高ケーブルテレビ）

　「“共創”皆でつくろう元気なすざか」

の過去の放送分は、市ホームページ「す

ざか映像館」でご覧いただけます。

　また、平成25年度～平成28年度の放

送分（ＤＶＤ）は、図書館で

貸し出しています。

　市が市民のみなさんとともに行っ

ている事業の紹介や地域で活動して

いる方の紹介、各町の自慢や特徴な

どを紹介する番組です。

　次回は「ふれあいサロンの紹介(仮)」

を７月10日㈪から放送する予定で

す。詳細は７月号でお知らせします。

お楽しみに♪

子育て支援センターだより
★集まりの日（11:00～）

　７日㈬　さつま芋の苗植えをしよう※

　14日㈬　園長育児講座

　28日㈬　プール開き　　　　　　　　 

★ミニ講座（11:00～）　

　22日㈭　キラキラぱーく、歌あそび

　26日㈪　赤ちゃんマッサージ　　　　　

　　　　定員20人（要申込）、おおむね６か月児

★子育て相談（11:00～）

問合せ　子育て支援センター（中央児童センター内）

　　　　☎/２４５‐６５８８

★子育て支援センターの開放…月曜日～土曜日10:00～18:00

　５日㈪　家庭児童相談員による子育て相談

　19日㈪　管理栄養士による食育相談

★南部・東部・北部の児童センターも開放しています。

　▼月曜日～金曜日10：00～12：00▼土曜日は午後も利用でき

　ます。詳しくは各児童センターへお問い合わせください。

　▼水曜日は「集まりの日」です。

★すくすく育児ランド①（10:00～）

　６日㈫　ママの健康を見直そう

　13日㈫　絵本は心の栄養

　20日㈫　みんなでワイワイ話そうよ

★すくすくパパ②（午前10:30～11:30、福祉会館２階）

　７月１日㈯　手作りおもちゃで遊ぼう（要申込）　



広報 平成29年６月号 ・18・

東京五輪に平和の花を
子どもたちがカンナを植栽

　東京五輪の競技会場周辺などに10万株の

カンナを植える「カンナ子ども夢プラン」。

この一環で、広島への原爆投下後に咲いた

カンナを株分けし、平和の尊さを伝える「カ

ンナ・プロジェクト」に取り組む橘凛保さ

んが、日野小学校の児童らと一緒に、高梨

町の国道 406 号線沿いの花壇に、カンナを

植栽しました。子どもたちは「きれいに咲

いてほしい」と話していました。 〔５月21日〕

まちの出来事

地域の行事や市政など、まちの

さまざまな話題をお伝えします。

お母さんいつもありがとう！
動物園で「母の日」イベント

　動物園では、５月14日の「母の日」にあわ

せ、子どもたちがポニーの上からお母さん

に感謝を伝えるイベントを行いました。

　ポニーに乗った子どもたちは、「お母さ

んいつもありがとう」と感謝の言葉を伝え

ました。上田市から参加したお母さんは、

「子どもから感謝の言葉をもらってうれし

かった」と笑顔で話していました。〔５月14日〕

▲子どもたちとカンナの球根を植栽する橘さん

　かんなちゃんと一緒に記念撮影する参加者▲



広報 平成29年６月号・19・

●まちの出来事

　今年が10回目となった世界の

民俗人形博物館で行われている

15段、武者250体飾りなどの五月

人形菖
しょうぶ

蒲の節句（６月18日㈰ま

で開催）にあわせて、期間イベン

ト（４月29日～５月７日）として、

男の子はよろいかぶとを身に付

けました。　　　　 〔５月５日〕

表紙の

　写真から

武将なりきり体験

堀直虎の生涯を市民参加の演劇で

　須坂藩13代藩主・堀直虎の没後150

年を記念した演劇「Ｓ
ス ト レ ー ト

ｔｒａｉｇｈｔ

Ｔ
タ イ ガ ー

ｉｇｅｒ　～直虎～」がメセナホ

ールで公演されました。公募で参加

した市民など約80人が、歌やダンス

を交えて演じ、訪れた満員の観客を

魅了しました。　　　　〔４月29日〕

汚れを落として虫歯さよなら

好天の下、スポーツ祭！　

　毎年恒例の「ゲートボール＆ニュ

ースポーツフェスティバル」が北部

グラウンドと北部体育館で同時開催。

子どもから高齢者まで多くの参加者

がスポーツに親しみ、交流を深めま

した。ゲートボールでは、23町38チー

ムが熱戦を繰り広げ、参加者の歓声

で会場は盛り上がりました。〔５月21日〕
　子育て支援センターで歯科指導が行われ、市内外か

ら親子42人が参加しました。

　お母さんたちは、日頃から子どもの歯のことで困っ

ていることや歯の磨き方の指導を受けました。

　市内から参加したお母さんは「子どもは甘い物が好

きで、虫歯にならないか心配していた。今日学んだこと

を実践していきたい」と話していました。　〔５月17日〕

歯みがきを学ぶ

須坂手話サークルが緑綬褒状を受章
聴覚障害者とともに歩んだ44年

　須坂手話サークルは、ろうあ者との交流、手話の普

及などを目的に昭和47年11月に設立されました。現在

は約20人の会員が活動をしています。今回、長い間の活

動の功績により、春の褒章で緑綬褒状を受章しました。

　会長の長坂さんは「みんなと頑張ってきて良かった。

これからも変わらず活動を続けていきたい」と話して

いました。　　　　　　　　　　　　　　 〔５月16日〕



市外局番…（026）

広報 平成29年６月号 ・20・

広
告
欄

須坂市役所　代表０２６－２４５－１４００
〒382‐8511　須坂市大字須坂1528‐１
ｅメール info@city.suzaka.nagano.jp
ホームページ　http://www.city.suzaka.nagano.jp/
市役所の業務時間　　平日の午前8時30分～午後5時15分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　(土・日曜日、祝日、年末年始を除く)

須坂市役所　代表☎２４５‐１４００
〒382‐8511　須坂市大字須坂1528‐１
Eメール info@city.suzaka.nagano.jp
ホームページ　http://www.city.suzaka.nagano.jp/
市役所の業務時間　　平日の午前8時30分～午後5時15分
　　　　　　　　　　(土・日曜日、祝日、12月29日～1月3日を除く)

６ 月６月６月情報ファイル情報ファイル情報ファイル

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
㈱
ホ
ー
プ
長
野
営

業
所
へ（
☎
０
５
０
‐
５
８
３
８
‐
２
３
４
４
）

お 

知 

ら 

せ

●
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

実
施
期
間　

６
月
１
日
㈭
～
10
月

31
日
㈫

対
象
者　

▼
昭
和
52
年
４
月
１
日

～
昭
和
53
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の

方
▼
今
年
度
41
歳
以
上
で
肝
炎
検

診
未
受
診
の
方

申
込
方
法　

▼
市
が
行
う
特
定
健

診
・
後
期
高
齢
者
健
診
の
対
象
に

な
ら
な
い
方
は
健
康
づ
く
り
課
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
検
診
問

　

水
道
局
で
は
、
水
道
週
間
（
６
月

１
日
㈭
～
７
日
㈬
）
に
あ
わ
せ
て
、

市
水
道
工
事
協
同
組
合
と
共
催
で

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
宅
を
巡
回

し
、
漏
水
調
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
水
道
巡
回
サ
ー
ビ
ス

●
国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
を

　
変
更
で
き
ま
す

●
結
婚
50
年
を
迎
え
る

　
み
な
さ
ん
へ

　

今
年
、
金
婚
を
迎
え
る
み
な
さ

ん
へ
、
寿じ

ゅ

し詞
（
祝
い
状
）と
お
祝
い

の
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

　

対
象
の
方
は
、
高
齢
者
福
祉
課

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、『
広
報
す
ざ
か
』９
月
号
に

対
象
者
の
名
前
を
掲
載
す
る
予
定

で
す
。掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
申

し
込
み
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

対　

象　

市
内
在
住
で
昭
和
43
年

１
月
１
日
～
12
月
31
日
に
結
婚
し

た
ご
夫
婦

申
込
方
法　

高
齢
者
福
祉
課
（
窓

口
９
番
・
本
庁
舎
１
階
）

に
お
越
し
い
た
だ
く
か
、
電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

期　

間　

６
月
１
日
㈭
～
７
月
14

日
㈮
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

共　

催　

須
坂
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

　

「
第
17
回
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」（
長
野
朝
日
放
送

主
催
）
へ
の
出
品
作
品
を
募
集
し

ま
す
。

内　

容　

須
坂
市
の
特
徴
を
表
現

し
た
30
秒
の
未
発
表
Ｃ
Ｍ
作
品

※
作
品
の
規
格
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

６
月
30
日
㈮

作
品
提
出
期
限　

９
月
11
日
㈪

※
作
品
は
、
須
坂
市
で
ま
と
め
て

長
野
朝
日
放
送
へ
提
出
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

政
策
推
進
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
７
）

●
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
作
品
募
集

●
６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委

　
員
の
日
」
で
す

　

「
人
権
擁
護
委
員
」は
、
法
務
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
人
権
を
擁
護

し
人
権
思
想
を
広
め
る
た
め
の
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
人
権
啓
発
パ
ネ
ル
の
展
示
】

と　

き　

６
月
１
日
㈭
～
16
日
㈮

と
こ
ろ　

須
坂
駅
前
ビ
ル
シ
ル
キ

ー
（
２
階
）

問
合
せ　

人
権
同
和
政
策
課

（
☎
２
４
５
‐
０
９
０
９
）

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）で
は
、

世
帯
主
が
国
保
に
加
入
し
て
い
な

く
て
も
、
世
帯
主
が
届
け
出
の
申

請
者
や
納
税
義
務
者
に
な
り
ま
す
。   

国
保
に
加
入
し
て
い
な
い
世
帯
主

を
「
擬ぎ

せ

い制
世
帯
主
」（
擬ぎ

ぬ

し主
）と
い
い

ま
す
。

【
国
保
の
世
帯
主
と
は
】

　

国
保
で
は
、
擬
主
以
外
の
国
保

加
入
の
方
を
「
国
保
の
世
帯
主
」
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と　

き　

６
月
２
日
㈮
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時

内　

容　

▼
漏
水
調
査
▼
給
水
器

具
の
点
検
▼
ネ
ジ
の
緩
み
の
調
整

▼
パ
ッ
キ
ン
の
交
換
な
ど
簡
単
な

も
の
の
無
料
修
繕

対　

象　

５
月
31
日
現
在
、
80
歳

以
上
の
偶
数
年
齢
で
ひ
と
り
暮
ら

し
の
方

問
合
せ　

上
下
水
道
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
３
）

連
合
会

申
込
・
問
合
せ　

高
齢
者
福
祉
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
０
）

診
記
録
票
を
発
行
し
ま
す
の
で
、

指
定
医
療
機
関
に
持
参
し
、
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。
▼
市
が
行
う
特

定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
を
受

診
す
る
方
は
申
し
込
み
不
要
で
す

（
健
診
時
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
）。

検
査
料　

千
円

※
一
定
の
年
齢
の
方
は
無
料
で
受

診
で
き
ま
す
。
対
象
者
に
は
５
月

に
通
知
を
送
付
し
ま
し
た
。
詳
し

く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

健
康
づ
く
り
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
８
）
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◎
平
成
28
年
熊
本
地
震
災
害
義
援
金
を
平
成
30
年
３
月
31
日
㈯
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。　

問
合
せ　

福
祉
課
（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
３
）

募
　
　
　

集

対　

象　

▼
昭
和
56
年
５
月
31
日

以
前
に
着
工
し
た
在
来
工
法
の
木

造
住
宅
▼
耐
震
診
断
の
結
果
、
総

合
評
点
が
1.0
未
満
の
住
宅
▼
住
宅

所
有
者
の
収
入
が
給
与
の
み
の
方

…
収
入
金
額
１
４
４
２
万
円
以
下

▼
住
宅
所
有
者
の
収
入
が
給
与
の

み
以
外
の
方
…
所
得
金
額
１
２
０
０

万
円
以
下

補
助
額　

耐
震
改
修
工
事
ま
た
は

現
地
建
て
替
え
工
事
費
の
２
分
の

１
以
内
（
上
限
１
０
０
万
円
）

※
耐
震
診
断
を
無
料
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

ま
ち
づ
く
り
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
７
）

●
木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事
の

　
補
助
上
限
額
を
増
額
し
ま
す

●
Ｆ
Ｍ
長
野
で「
堀
直
虎
」が

　
取
り
上
げ
ら
れ
ま
す

　

「
須
坂
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」は
認
知

症
予
防
に
効
果
が
あ
る
と
し
て
、

全
国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
須
坂
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
市

●
須
坂
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
体
操

　
ユ
ニ
ッ
ト
メ
ン
バ
ー
募
集

●
サ
マ
ー
ラ
ン
ド
の
オ
ー
プ
ン

　
は
７
月
１
日
㈯
で
す

　

今
年
か
ら
キ
ッ
ズ
ス
ラ
イ
ダ
ー

（
エ
ア
遊
具
）が
新
た
に

登
場
し
ま
す
。

【
開
場
式
】

と　

き　

７
月
１
日
㈯
午
前
10
時
～

※
開
場
式
終
了
後
～
午
後
５
時
ま

で
無
料
開
放
し
ま
す
。

【
昼
間
の
営
業
】

期　

間　

７
月
２
日
㈰
～
９
月
３

日
㈰

営
業
時
間　

午
前
９
時
30
分
～
午

後
５
時

【
夜
間
の
営
業
】

期　

間　

▼
７
月
15
日
㈯
～
17
日

㈪
▼
７
月
21
日
㈮
～
８
月
16
日
㈬

営
業
時
間　

午
後
５
時
30
分
～
午

後
８
時

※
７
月
15
日
㈯
の
夜
間
は
無
料
開

　

市
有
地
１
件
の
一
般
競
争
入
札

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

所
在
地　

墨
坂
南
二
丁
目
２
０
６

５
番
35

地　

目　

宅
地

面　

積　

１
３
７
・
３
４
㎡

最
低
売
却
額　

４
５
７
万
３
千
円

入
札
資
格　

次
の
規
定
や
事
項
に

該
当
し
な
い
方
▼
暴
力
団
お
よ
び

そ
の
構
成
員
▼
未
成
年
者
▼
市
長

が
適
当
で
な
い
と
認
め
た
方

受
付
期
間　

６
月
１
日
㈭
～
30
日

㈮
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）
に
財
政
課
（
市

役
所
本
庁
舎
２
階
）
で
「
入
札
参

加
申
込
書
」
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

現
地
説
明
会　

７
月
12
日
㈬
午
前

●
市
有
地
の
入
札
を
行
い
ま
す

10
時
～

入
札
日　

７
月
19
日
㈬
午
前
10
時
～

※
物
件
は
第
一
種
住
居
地
域
で
、

現
状
有
姿
で
の
譲
渡
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

財
政
課　

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
６
）

　

須
坂
市
中
国
親
善
訪
問
団
お
よ

び
日
中
友
好
交
流
都
市
中
学
生
卓

球
交
歓
大
会
選
手
団
に
同
行
し
て

交
流
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

８
月
１
日
㈫
～
５
日
㈯ 

訪
問
都
市　

▼
大
連
市
▼
四
平
市

▼
北
京
市

参
加
費　

２
０
万
９
６
０
０
円（
１

人
あ
た
り
）

※
運
賃
や
宿
泊（
２
人
部
屋
利
用)

・

食
事
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

申
込
期
限　

６
月
９
日
㈮

※
申
し
込
み
時
に
５
万
円
必
要
に

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

（
☎
２
４
８
‐
２
０
２
０
）

●
須
坂
市
中
国
親
善
訪
問
団

　
募
集

放
し
ま
す
。　
　
　

入
場
料　

▼
一
般
…
５
０
０
円
▼

３
歳
～
中
学
生
…
３
０
０
円
▼
60

歳
以
上
…
３
０
０
円

※
夜
間
は
一
律
３
０
０
円

回
数
券
（
11
回
券
）　

▼
一
般
…
４

千
円
▼
３
歳
～
中
学
生
…
３
千
円

▼
60
歳
以
上
…
３
千
円

問
合
せ　

須
高
行
政
事
務
組
合

(

☎
２
４
５
‐
１
１
７
３)

　

「
国
保
の
世
帯
主
」
に
な
る
と
、

擬
主
に
代
わ
っ
て
届
け
出
の
申
請

者
や
納
税
義
務
者
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
証
な
ど
の
通
知
は

「
国
保
の
世
帯
主
」
あ
て
に
お
送
り

し
ま
す
。

【
国
保
の
世
帯
主
に
な
る
に
は
】

　

「
国
保
の
世
帯
主
」
に
変
更
が
可

能
な
方
は
、
次
の
要
件
を
満
た
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
擬
主
の
同
意
が
得
ら
れ
る
方

▼
国
保
税
の
滞
納
が
な
い
方

▼
国
保
税
の
納
付
や
届
け
出
が
確

実
に
で
き
る
方

問
合
せ　

健
康
づ
く
り
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
８
）

●
須
坂
市
誌

　
第
３
巻
『
歴
史

　
編
Ⅰ
（
原
始
・
古
代
・
中
世
）
』

　
販
売
中

　

旧
石
器
時
代
か
ら
戦
国
時
代
ま

で
の
歴
史
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

販
売
場
所　

▼
生
涯
学
習
ス
ポ
ー

ツ
課
（
市
役
所
東
庁
舎
１
階
）
▼
同

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
（
創
造
の
家
内
）

▼
市
誌
編
さ
ん
室
（
旧
上
高
井
郡

役
所
内
）
▼
博
物
館
▼
中
央
公
民

館
▼
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
▼
平
安

堂
須
坂
店
▼
西
沢
書
店

価　

格　

３
千
円
（
税
込
み
）

※
事
前
予
約
者
は
別
価
格
で
す
。

問
合
せ　

▼
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ

課（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
７
）▼
市
誌

編
さ
ん
室（
☎
２
８
５
‐
９
０
４
１
）

内
外
へ
広
め
る
活
動
を
体
操
ユ
ニ

ッ
ト
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　

自
分
や
地
域
の
元
気
づ
く
り
の

た
め
に
、
一
緒
に
須
坂
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
を
広
め
て
く
だ
さ
る
方
を
募

集
し
ま
す
。

参
加
費　

無
料

申
込
条
件　

▼
６
種
類
の
須
坂
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
を
覚
え
、
市
内
外
の

イ
ベ
ン
ト
や
高
齢
者
の
集
ま
り
な

ど
で
紹
介
、
教
え
て
い
た
だ
け
る

方
（
年
齢
不
問
）
▼
毎
月
の
練
習
日

に
参
加
で
き
る
方

申
込
・
問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
３
）

　

「
武
田
徹
・
素そ

ほ

う芳
ふ
た
り
語
り
ラ

ジ
オ
劇
場
」で
、須
坂
藩
13
代
藩
主
・

堀
直
虎
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
す
。

と　

き　

▼
７
月
２
日
㈰
▼
９
日

㈰
▼
16
日
㈰
▼
23
日
㈰
各
回
と
も

午
後
６
時
30
分
～
６
時
55
分

放
送
局　

Ｆ
Ｍ
長
野
（
83
・
３
Ｍ
Hz

善
光
寺
平
）

問
合
せ　

政
策
推
進
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
７
）
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広
告
欄

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
㈱
ホ
ー
プ
長
野
営

業
所
へ（
☎
０
５
０
‐
５
８
３
８
‐
２
３
４
４
）

行

事
・

催

し

●
須
坂
健
康
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
新
規
構
成
団
体
募
集

　

認
知
症
の
介
護
者
同
士
が
日
頃

の
介
護
体
験
や
感
じ
た
こ
と
な
ど

を
話
し
合
い
、交
流
を
し
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

６
月
13
日
㈫
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

●
認
知
症
高
齢
者
の
家
族
の
集
い

●
自
衛
官
募
集

【
航
空
学
生
】

受
験
資
格　

▼
航
空
自
衛
隊
…
高

校
卒
業
（
見
込
み
含
む
）
以
上
21
歳

未
満
の
方
▼
海
上
自
衛
隊
…
高
校

卒
業
（
見
込
み
含
む
）
以
上
23
歳
未

満
の
方

受
付
期
間　

７
月
１
日
㈯
～
９
月

　

「
第
24
回
須
坂
健
康
ま
つ
り
」（
秋

に
開
催
予
定
）
の
実
行
委
員
会
の

新
規
構
成
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
要
件

▼
健
康
づ
く
り
に
関
わ
る
活
動
を

し
て
い
て
、
活
動
拠
点
が
市
内
に

あ
り
、
市
民
で
構
成
さ
れ
る
団
体

▼
健
康
ま
つ
り
で
、
健
康
づ
く
り

に
関
連
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し

た
い
（
で
き
る
）
団
体

▼
健
康
ま
つ
り
で
営
利
を
目
的
に

し
な
い
団
体

応
募
方
法　

健
康
づ
く
り
課
（
窓

口
６
番
・
本
庁
舎
１
階
）
に
あ
る

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
や
Ｅ

メ
ー
ル
可
）
。

※
申
請
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
期
限　

６
月
20
日
㈫

申
込
・
問
合
せ　

健
康
づ
く
り
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
８
）

８
日
㈮

試
験
日　

９
月
18
日
㈪

【
一
般
曹
候
補
生
】

受
験
資
格　

18
歳
～
27
歳
未
満
の
方

受
付
期
間　

７
月
１
日
㈯
～
９
月

８
日
㈮

試
験
日　

９
月
16
日
㈯
～
18
日
㈪

【
自
衛
官
候
補
生
】

受
験
資
格　

18
歳
～
27
歳
未
満
の
方

受
付
期
間　

年
間
通
じ
て

試
験
日　

▼
男
性
…
受
け
付
け
時

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
▼
女
性
…
９

月
24
日
㈰
・
10
月
15
日
㈰

申
込
・
問
合
せ　

自
衛
隊
長
野
地

方
協
力
本
部
長
野
地
域
事
務
所

（
☎
２
３
５
‐
６
０
２
６
）

●
市
民
農
園
の
利
用
者
募
集

　

野
菜
や
花
な
ど
の
栽
培
を
通
し

て
自
然
に
親
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

と
こ
ろ　

▼
米
子
町
▼
本
郷
町
▼

小
河
原
町
▼
田
の
神
町　

な
ど

利
用
料　

年
間
３
５
０
０
円
程
度

対　

象　

市
内
在
住
の
方

問
合
せ　

Ｊ
Ａ
な
が
の
須
高
営
農

セ
ン
タ
ー
営
農
課　

（
☎
２
４
５
‐
０
１
５
３
）

　

市
立
博
物
館
に
収
蔵
で
き
な
い

大
型
資
料
や
農
具
・
民
具
な
ど
を

特
別
公
開
し
ま
す
。

と　

き　

６
月
10
日
㈯
午
前
10
時

～
午
後
２
時

と
こ
ろ　

文
化
財
保
存
活
用
倉
庫

（
旧
富
士
通
倉
庫
）

見
学
で
き
る
も
の　

▼
製
糸
業
を

市
内
で
最
後
ま
で
営
ん
で
い
た
企

業
が
使
っ
て
い
た
大
型
の
製
糸
機

械
▼
市
内
に
あ
っ
た
映
画
館
で
使

わ
れ
て
い
た
映
写
機
▼
懐
か
し
い

映
画
の
ポ
ス
タ
ー　

な
ど

【
学
芸
員
に
よ
る
製
糸
機
械
の
説

 

明
会
】

時　

間　

▼
午
前
11
時
～
11
時
30

分
▼
午
後
１
時
30
分
～
２
時

参
加
費　

無
料
（
事
前
申
し
込
み

不
要
）

問
合
せ　

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
７
）

●
文
化
財
保
存
活
用
倉
庫

　
特
別
公
開

　

●
信
州
大
学
教
育
学
部
附
属

　
長
野
小
学
校

　
平
成
30
年
度

　
入
学
志
願
者
募
集

資　

格　

５
月
１
日
現
在
、
指
定

地
域
内
（
須
坂
・
小
山
・
森
上
・

資　

格　

市
内
ま
た
は
長
野
市
近

接
市
町
村
の
小
学
校
に
在
籍
し
、

徒
歩
や
自
転
車
、
公
共
交
通
機
関

を
利
用
し
て
、
自
力
で
１
時
間
程

度
で
通
学
で
き
る
学
齢
該
当
児
童

募
集
人
数　

２
０
０
人

募
集
要
項　

６
月
８
日
㈭
に
学
校

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す（
学

校
事
務
室
で
も
配
付
で
き
ま
す
）
。

保
護
者
学
校
見
学
・
説
明
会　

７

月
22
日
㈯
午
前
８
時
50
分
～

願
書
受
付　

９
月
19
日
㈫
～
21
日

㈭
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30

分（
正
午
～
午
後
１
時
30
分
を
除
く
）

申
込
・
問
合
せ　

信
州
大
学
教
育

学
部
附
属
長
野
中
学
校

（
☎
２
４
３
‐
０
６
３
３
）

●
信
州
大
学
教
育
学
部
附
属

　
長
野
中
学
校

　
平
成
30
年
度

　
入
学
生
徒
募
集

日
滝
・
日
野
小
学
校
区
）
に
保
護

者
と
同
居
し
、
自
力
で
通
学
で
き

る
学
齢
該
当
児
童

募
集
人
数　

70
人
（
男
女
各
35
人
）

募
集
要
項　

６
月
14
日
㈬
ま
で
学

校
事
務
室
で
配
付
し
ま
す
。

入
学
説
明
会　

６
月
14
日
㈬
午
後

２
時
30
分
～

願
書
受
付　

６
月
21
日
㈬
～
23
日

㈮申
込
・
問
合
せ　

信
州
大
学
教
育

学
部
附
属
長
野
小
学
校

（
☎
２
５
１
‐
３
３
５
０
）
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市外局番…（026）

６

月
の

各

種

無

料

■子ども課相談室☎248-9026
　（子育て相談、家庭生活など）
と　き　月曜日～金曜日 8:30～17:15
ところ　子ども課

■もの忘れ相談日☎245-4566
と　き　28日㈬　8:30～17:15
ところ　地域包括支援センター（市役所
　　　　本庁舎２階）　

■弁護士の無料法律相談☎248-9977
と　き　８日㈭、22日㈭　13:00～16:00
ところ　すざか女性未来館　　
問合せ　まいさぽ須坂（要予約）

■不動産無料相談☎228-2130
と　き　15日㈭　10:00～15:00
ところ　長野県不動産会館（長野市）
問合せ　県宅地建物取引業協会長野支部

■シルバー人材センター入会説明☎246-2003
と　き　21日㈬　13:30～※時間厳守
ところ　シルバー人材センター

■年金相談　長野北年金事務所☎244-4100㈹
と　き　月曜日～金曜日、第２土曜日
※時間や場所など詳細はお問い合わせください。

■行政相談☎248-9002
と　き　８日㈭　14:00～16:00
ところ　市役所相談室（本庁舎２階）
問合せ　市民課（要予約）

相

談

■休日就業相談（要予約）☎246-3501
と　き　３日㈯、７月１日㈯
　　　　13:00～17:00
ところ　ゆめわーく須坂
　　　　（須坂駅前ビルシルキー２階）

■司法書士法律相談☎245-0031
と　き　22日㈭　13:00～15:00
ところ　須坂商工会議所

■よろずなんでも相談☎245-0909
と　き　16日㈮　10:00～15:00
ところ　シルキーホール（須坂駅前ビル３階）
問合せ　人権同和政策課

■日本政策金融公庫特別相談会
　相談希望がありましたらお問い合わせ
　ください。
ところ　須坂商工会議所
問合せ　須坂商工会議所（☎245-0031）

その他 ０ １ ５

★災害情報

火　　災

傷　者

救急出動

その他 52 233 223

救    助
交通事故

交通事故
急　病 131 497 459

５ 31 38

１ ２ ２

１ ３ ７

188 761 720

死　者 ０ １ ０
０ ０ ２

０ ８ ７

４月 昨年
同期

平成29年
１～4月

★交通事故

４月 昨年
同期

平成29年
１～4月

12 56 68傷者

件数

死者 ０ ０  ０

11 51 57

◎火災・救急・救助は

　局番なしの１１９

◎火災などの問合せは

　消防情報ダイヤル

　☎２４５-１１１９

ストップ

■教育相談室☎248-0001
と　き　月曜日～金曜日 8:30～17:15
ところ　学校教育課

■結婚相談☎214-2994
と　き　４日㈰、７月２日㈰、16日㈰ 　
　　　　9:00～12:00
ところ　社会福祉協議会（要予約）

　

小
・
中
学
校
で
使
用
し
て
い
る

教
科
書
を
展
示
し
ま
す
。

期　

間　

６
月
中
旬
～
７
月
初
旬

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

問
合
せ　

北
信
教
育
事
務
所

（
☎
２
３
４
‐
９
５
４
９
）　

●
教
科
書
展
示
会

　

と　

き　

６
月
11
日
㈰
午
後
１
時

30
分
～
（
午
後
１
時
開
場
）

と
こ
ろ　

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
（
大
ホ

ー
ル
）

曲　

目　

▼
千
と
千
尋
の
神
隠
し

メ
ド
レ
ー
▼
春
の
猟
犬　

ほ
か

入
場
料　

無
料

※
熊
本
県
・
大
分
県
地
震
災
害
義

援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

問
合
せ　

須
坂
東
高
等
学
校（
清
水
）

（
☎
２
４
５
‐
０
３
３
１
）　

●
須
坂
東
高
等
学
校
ウ
ィ
ン
ド

　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　

　
第
40
回
定
期
演
奏
会

　

　

市
民
の
み
な
さ
ん
が
つ
く
っ
た

●
コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン
・
ハ
ン

　
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
作
品
展

と
こ
ろ　

長
野
Ｕ
ス
タ
ジ
ア
ム（
長

野
市
）

【
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
】

第
13
節
セ
レ
ッ
ソ
大
阪
Ｕ
‐
23
戦

と　

き　

６
月
18
日
㈰

午
後
５
時
キ
ッ
ク
オ
フ

【
レ
デ
ィ
ー
ス
チ
ー
ム
】

第
５
節
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ

デ
ィ
ー
ス
戦

●
Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ

　
６
月
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
情
報

●
人
権
学
習
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会

　

学
習
教
材
と
し
て
活
用
で
き
る

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映
会
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

６
月
27
日
㈫
午
前
９
時

30
分
～
11
時

と
こ
ろ　

人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

●
北
信
地
域
合
同
就
職
面
接
会

　

北
信
地
域
の
企
業
約
１
２
０
社

が
参
加
す
る
就
職
面
接
会
で
す
。

と　

き　

６
月
16
日
㈮
午
後
１
時

～
４
時
30
分

と
こ
ろ　

メ
ル
パ
ル
ク
長
野
（
長

野
市
）

対　

象　

大
学
・
短
大
・
専
修
学

校
な
ど
を
平
成
30
年
３
月
に
卒
業

す
る
予
定
の
方
ま
た
は
卒
業
後
３

年
以
内
の
方

問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
須
坂

（
☎
２
４
８
‐
８
６
０
９
）

と　

き　

６
月
25
日
㈰
午
後
１
時

30
分
～
（
午
後
１
時
開
場
）

と
こ
ろ　

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
（
大
ホ

ー
ル
）

曲　

目　

▼
ア
ル
メ
ニ
ア
ン
ダ
ン

ス
パ
ー
ト
１
▼
ハ
ウ
ル
の
動
く
城

よ
り　

ほ
か

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

須
坂
高
等
学
校
（
黒
柳
）

（
☎
２
４
５
‐
０
３
３
４
）

●
須
坂
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

　
第
38
回
定
期
演
奏
会
　

と
こ
ろ　

す
ざ
か
女
性
未
来
館
大

講
習
室
（
中
央
公
民
館
２
階
）

参
加
費　

無
料

対　

象　

認
知
症
高
齢
者
を
介
護

し
て
い
る
方　

な
ど

問
合
せ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
（
☎
２
４
５
‐
４
５
６
６
）　

コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン
や
ハ
ン
ギ
ン

グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
展
示
し
ま
す
。

と　

き　

６
月
16
日
㈮
～
22
日
㈭

午
前
９
時
15
分
～
午
後
４
時
45
分

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
館
ま
ゆ
ぐ
ら

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

ま
ち
づ
く
り
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
７
）

と　

き　

６
月
24
日
㈯

午
後
５
時
キ
ッ
ク
オ
フ

問
合
せ　

パ
ル
セ
イ
ロ
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

(

☎
０
８
０
‐
１
２
６
９
‐
６
４
６
４)

上
映
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ　

▼
東
山
文
化

を
支
え
た「
差
別
さ
れ
た
人
々
」（
16

分
）
▼
明
治
維
新
と
賤せ

ん
み
ん民

廃
止
令

（
18
分
）

問
合
せ　

人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
４
５
‐
０
９
０
９
）
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広報 平成29年６月号 ・24・

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
㈱
ホ
ー
プ
長
野
営

業
所
へ（
☎
０
５
０
‐
５
８
３
８
‐
２
３
４
４
）

　

自
宅
で
も
行
え
る
転
倒
予
防
の

体
操
や
認
知
症
予
防
に
関
す
る
コ

ツ
を
学
び
、
み
ん
な
で
楽
し
く
体

も
脳
も
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

６
月
15
日
㈭
午
前
11
時

～
11
時
45
分

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

内　

容　

▼
体
操
▼
脳
ト
レ　

な
ど

参
加
費　

無
料

対　

象　

市
内
在
住
で
65
歳
以
上

の
方
（
事
前
申
し
込
み
不
要
）

持
ち
物　

▼
飲
み
物
▼
タ
オ
ル
▼

動
き
や
す
い
服
装

問
合
せ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー（
☎
２
４
５
‐
４
５
６
６
）

●
高
齢
者
健
康
教
室

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

９
月
～
12
月
に
出
産
予

定
の
方
と
そ
の
家
族

【
母
乳
育
児
に
つ
い
て
学
ぼ
う
！

 

今
か
ら
で
き
る
お
っ
ぱ
い
ケ
ア
】

と　

き　

６
月
13
日
㈫
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

【
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
の
食
事
に
つ

 

い
て
考
え
る
マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ッ

 

キ
ン
グ
】

と　

き　

７
月
13
日
㈭
午
前
９
時

30
分
～
午
後
０
時
30
分

参
加
費　

３
０
０
円

持
ち
物　

▼
母
子
健
康
手
帳
▼
エ

プ
ロ
ン
▼
三
角
巾
▼
タ
オ
ル

●
マ
タ
ニ
テ
ィ
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　〈
全
３
回
〉

広
告
欄

　

病
気
や
本
人
と
の
関
わ
り
を
家

族
同
士
で
話
を
し
て
、
一
緒
に
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

６
月
８
日
㈭
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

受
講
料　

無
料

対　

象　

う
つ
病
の
方
の
家
族

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
３
）　

●
う
つ
病
の
方
の
家
族
教
室

と　

き　

６
月
23
日
㈮
午
後
７
時

30
分
～
９
時　
　
　

と
こ
ろ　

旧
越
家
住
宅　

内　

容　

昭
和
初
期
の
須
坂
製
糸

●
旧
越
家

　
ふ
れ
あ
い
講
座

と　

き　

６
月
20
日
㈫
午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

シ
ル
キ
ー
ホ
ー
ル
（
須

●
さ
わ
や
か
貯
筋
教
室
（
公
開

　
講
座
）

講

座
・

教

室

と　

き　

６
月
22
日
㈭
午
後
７
時

～
８
時
30
分

と
こ
ろ　

人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

講　

演　

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
の

人
権

講　

師　

山
崎
悦
夫
さ
ん
（
人
権

交
流
セ
ン
タ
ー
館
長
）

参
加
費　

無
料

問
合
せ　

人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
４
５
‐
０
９
０
９
）　

●
人
権
交
流
講
座

申
込
期
限　

７
月
７
日
㈮

※
こ
の
回
の
み
申
し
込
み
が
必
要

【
親
に
な
る
っ
て
ど
ん
な
こ
と
？

 

新
し
い
家
族
を
迎
え
る
た
め
の

 

子
育
て
講
座
】

と　

き　

７
月
23
日
㈰
午
前
９
時

15
分
～
11
時
45
分

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

申
込
・
問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
３
）

　

２
日
間
の
食
事
付
き
で
パ
ー
テ

ィ
ー
や
プ
ロ
に
よ
る
テ
ニ
ス
ク
リ

ニ
ッ
ク
も
あ
り
、
盛
り
だ
く
さ
ん

な
大
会
で
す
。

　

地
元
参
加
の
方
は
特

別
料
金
に
な
り
ま
す
。

と　

き　

▼
６
月
10
日
㈯
▼
11
日

㈰と
こ
ろ　

峰
の
原
高
原
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
（
砂
入
り
人
口
芝
）

種　

目　

▼
男
子
ダ
ブ
ル
ス
▼
女

子
ダ
ブ
ル
ス
▼
混
合
ダ
ブ
ル
ス

参
加
費
（
市
民
特
別
料
金
）　

▼
宿

泊
込
み
…
一
人
１
万
５
０
０
円
▼

大
会
の
み
…
一
人
３
５
０
０
円

※
詳
細
は
、
峰
の
原
高
原
観
光
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

申
込
期
限　

６
月
８
日
㈭

申
込
・
問
合
せ　

大
会
事
務
局
（
あ

す
な
ろ
ペ
ン
シ
ョ
ン
）

（
☎
０
２
６
８
‐
７
４
‐
２
７
３
３
）

●
峰
の
原
高
原
プ
リ
ン
ス
オ
ー

　
プ
ン
テ
ニ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

●
行
政
書
士
相
談

と　

き　

６
月
26
日
㈪
午
後
１
時

30
分
～
４
時

と
こ
ろ　

須
坂
商
工
会
議
所

※
相
談
料
無
料
・
申
し
込
み
不
要

で
す
。

問
合
せ　

須
坂
商
工
会
議
所

（
☎
２
４
５
‐
０
０
３
１
）

坂
駅
前
ビ
ル
３
階
）

内　

容　

▼
高
齢
期
の
食
生
活
に

関
す
る
講
話
▼
転
倒
予
防
の
た
め

の
体
操

参
加
費　

無
料
（
事
前
申
し
込
み

不
要
）

対　

象　

▼
高
齢
期
の
食
生
活
に

興
味
の
あ
る
方
▼
介
護
予
防
に
興

味
の
あ
る
方

持
ち
物　

▼
動
き
や
す
い
服
装
▼

水
分
補
給
用
飲
み
物
▼
タ
オ
ル

※
お
車
で
お
越
し
の
方
は
、な
が
で

ん
パ
ー
キ
ン
グ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
（
☎
２
４
５
‐
４
５
６
６
）



広報 平成29年６月号・25・

市外局番…（026）

募集期間　６月１日㈭～９日㈮　　抽選日時　６月14日㈬午前９時

●入居者募集

募集団地 間取り

○豊　丘　　５戸　３ＤＫＢ

○境　沢　　３戸　３ＫＢ

○かんまち　１戸　３ＤＫＹ

○屋　部　　１戸　３ＤＫＹ

○屋　部　　１戸　３ＤＫＢ

○旭ヶ丘　　１戸　２ＫＹ

【市営住宅】 【特定公共賃貸住宅】

募集団地 間取り

○末広６０３号　３ＬＤＫＹ

　家　賃　75,000円

　敷　金　家賃の３カ月分

　要　件　同居親族・所得など

※Ｙ…浴槽あり　Ｂ…浴槽なし

問 合 せ　まちづくり課（☎２４８‐９００７)

◎
平
成
28
年
度
須
坂
市
小
・
中
学
生
人
権
教
育
啓
発
標
語
応
募
作
品 

…
… 

手
を
つ
な
ぎ 

み
ん
な
で
つ
く
る 

笑
顔
の
輪　

旭
ヶ
丘
小
学
校
６
年 

小
山
莉
穂
さ
ん

《
差
し
上
げ
ま
す
》

▼
マ
マ
コ
ー
ト
▼
五
月
人
形
▼
雛

ひ
な

人
形
▼
藤
娘
人
形
▼
中
学
生
用
ヘ

ル
メ
ッ
ト
▼
漬
物
石
▼
イ
ン
ク
カ

ー
ト
リ
ッ
ジ
▼
座
卓
▼
お
ん
ぶ
紐ひ

も

《
譲
っ
て
く
だ
さ
い
》

▼
シ
ル
バ
ー
カ
ー
▼
麻
雀
用
マ
ッ

ト
▼
ベ
ン
チ
コ
ー
ト
（
男
児
用
）

【
《
差
し
上
げ
ま
す
》
の
申
込
期
限

 

と
抽
選
日
】

申
込
期
限　

６
月
13
日
㈫

交
渉
順
位
抽
選
日　

６
月
15
日
㈭
午
前

※
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
の
登
録
は
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

掲
載
さ
れ
て
い
る
物
品
は
、
情
報

提
供
者
の
事
情
に
よ
り
取
り
消
し

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

市
民
課

(

☎
２
４
８
‐
９
０
０
２)

リ
サ
イ
ク
ル
情
報

善
意

の

窓
口

寄 

附 

募 

集

届
出
１
件

【
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。
」
国
連
支

 

援
募
金
】

募
集
責
任
者　

山
本
英
紀（「
ダ
メ
。

ゼ
ッ
タ
イ
。
」
普
及
運
動
長
野
県
実

行
委
員
会
委
員
長
）

募
集
金
品
の
額 

10
万
円

期　

間　

６
月
20
日
㈫
～
７
月
19

日
㈬

問
合
せ　

市
民
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
２
）

《
寄
附
》　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

多
く
の
市
民
に
堀
直
虎
公
の
業
績

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
た
め
（
漫

画
『
堀
直
虎
』
物
語
１
万
５
千
部
）

…
北
信
商
建
株
式
会
社

●
版
画
美
術
館
の
版
画
教
室

と
こ
ろ　

須
坂
版
画
美
術
館

【
ベ
ニ
ヤ
板
の
リ
ト
グ
ラ
フ
教
室
】

　

水
と
油
の
反
発
作
用
を
利
用
し

た
、凹お

う
と
つ凸

の
な
い
版
画
の
技
法
で
す
。

と　

き　

▼
７
月
１
日
㈯
▼
２
日

㈰
両
日
と
も
午
前
10
時
～
午
後
４
時

講　

師　

松
川
幸
寛
さ
ん

参
加
費　

２
８
０
０
円（
入
館
料
含
む
）

対　

象　

中
学
生
以
上

定　

員　

７
人
（
申
し
込
み
順
）

申
込
開
始　

６
月
１
日
㈭

【
エ
ッ
チ
ン
グ
体
験
】

　

薬
品
で
銅
板
を
腐
食
さ
せ
て
プ

レ
ス
機
で
刷
る
技
法
で
す
。

と　

き　

▼
７
月
22
日
㈯
▼
23
日

㈰
両
日
と
も
午
前
10
時
～
午
後
４
時

講　

師　

青
山
由
貴
枝
さ
ん

参
加
費　

２
５
０
０
円
（
入
館
料

含
む
）

対　

象　

中
学
生
以
上

定　

員　

10
人
（
申
し
込
み
順
）

●
朗
読
奉
仕
員
養
成
講
座

　
　
　
　
　
　〈
全
４
回
〉

　

視
覚
障
が
い
者
に
分
か
り
や
す

い
朗
読
の
方
法
と
実
技
を
学
び
、

朗
読
奉
仕
員
と
し
て
活
動
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

と　

き　

▼
７
月
１
日
㈯
▼
22
日

㈯
▼
８
月
19
日
㈯
▼
９
月
２
日
㈯

各
回
と
も
午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

図
書
館
研
修
室
（
旧
須

坂
高
等
職
業
訓
練
校
２
階
）

講　

師　

蔵
田
玲
子
さ
ん
（
長
野

朝
日
放
送
）

参
加
費　

無
料

対　

象　

▼
朗
読
講
座
を
受
講
さ

れ
た
方
ま
た
は
朗
読
を
経
験
さ
れ

た
方
▼
継
続
し
て
参
加
で
き
る
方

定　

員　

20
人

申
込
期
限　

６
月
23
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

福
祉
課　
　
　

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
３
）

と　

き　

６
月
23
日
㈮
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

●
６
月
の
介
護
教
室

申
込
開
始　

６
月
22
日
㈭

申
込
・
問
合
せ　

須
坂
版
画
美
術

館
（
☎
２
４
８
‐
６
６
３
３
）

と　

き　

７
月
４
日
㈫
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

須
坂
病
院
（
北
棟
４
階

講
堂
）

テ
ー
マ　

糖
尿
病
に
つ
い
て

講　

師　

▼
小
林
永
幸
さ
ん（
県
立

須
坂
病
院
内
科
医
）
▼
千
脇
洋
子

さ
ん
（
糖
尿
病
看
護
認
定
看
護
師
）

対　

象　

▼
糖
尿
病
に
関
心
の
あ

る
方
▼
家
族
を
介
護
し
て
い
る
方

▼
介
護
に
関
心
の
あ
る
方

申
込
期
限　

６
月
27
日
㈫

申
込
・
問
合
せ　

県
立
須
坂
病
院

地
域
医
療
連
携
室

（
☎
２
４
５
‐
１
６
５
０
）

●
７
月
の
介
護
教
室

と　

き　

▼
６
月
17
日
㈯
▼
18
日
㈰

時
間
・
対
象　

▼
午
前
10
時
～
11

●
そ
ろ
ば
ん
体
験
教
室

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ　

高
齢
者
の
関
節
痛
・
腰

痛
予
防

講　

師　

早
川
覚
さ
ん
（
グ
リ
ー

ン
ア
ル
ム
福
祉
会
作
業
療
法
士
）

対　

象　

▼
家
族
を
介
護
し
て
い

る
方
▼
介
護
に
関
心
の
あ
る
方

参
加
費　

無
料

申
込
期
限　

６
月
16
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

グ
リ
ー
ン
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
１
５
‐
２
６
６
２
）　

時
30
分
…
小
学
１
・
２
年
生
▼
午
後

１
時
～
２
時
30
分
…
小
学
３
・
４
年
生

と
こ
ろ　

坂
田
珠
算
教
室

講　

師　

▼
坂
田
芳
美
さ
ん
（
坂

田
珠
算
教
室
）
▼
勝
山
順
子
さ
ん

（
勝
山
珠
算
教
室
）

参
加
費　

無
料

定　

員　

親
子
６
組（
申
し
込
み
順
）

後　

援　

須
坂
商
工
会
議
所

申
込
・
問
合
せ　

坂
田

（
☎
０
９
０
‐
２
７
３
６
‐
４
７
５
１
）

業
と
山
丸
組
経
営
状
況

講　

師　

▼
小
林
松
治
さ
ん
（
春

木
町
史
談
会
）
▼
小
林
謙
三
さ
ん

（
春
木
町
史
談
会
）

持
ち
物　

下
足
入
れ
物

問
合
せ　

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
７
）
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広
告
欄

６月の乳幼児健康診査・相談・講座、予防接種

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
㈱
ホ
ー
プ
長
野
営

業
所
へ（
☎
０
５
０
‐
５
８
３
８
‐
２
３
４
４
）

◎
毎
月
第
３
日
曜
日
は
「
家
庭
の
日
」 

…
… 

「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」
の
習
慣
化
、
学
習
意
欲
と
体
力
と
気
力
を
育
て
ま
す

税金などの納期限

◆納期限内の納付をお願いします。

◆便利な口座振替をご利用ください。

◆市税は、インターネットを通じて

クレジットカードで納付できます。

お問い合わせは税務課（☎248‐9001）へ。

納期限･口座振替日

６月30日㈮

休日緊急診療室（小児科・内科）

と　き　日曜・祝日・年末年始

 9:00～12:00、13:00～17:00

ところ　県立須坂病院

問合せ　☎245‐1650

※休日緊急診療室は、須高医師

会、須坂病院、須高行政事務組

合が共同で運営しています。

6月4日㈰　クスリのアオキ旭ヶ丘

6月11日㈰ アイリス

6月18日㈰ アキヤマ・立町中央

6月25日㈰ オオクマ

7月2日㈰　小布施

※芝宮前中島ファミリー薬局は

18日（第３日曜日）を除き、すべ

て営業します。

日曜・祝日の当番薬局

市・県民税………………１期

介護保険料（普通徴収）…３期

【問合せ】
 ▼乳幼児健康診査・相談・講座…健康づくり課母子支援係（☎248‐9023）
 ▼個別予防接種…………………健康づくり課保健予防係（☎248‐9018）

四種混合１期初回 生後３か月～90か月（７歳半）の前日まで

※生年月日によって対象年齢が異なります。詳しくは「健康カレンダー」をご
確認ください。

生後２か月～60か月（５歳）の前日まで

生後12か月（１歳）の前日まで
(標準的な接種期間は５か月～８か月の前日）

平成29年３月生

平成29年１月生

ヒブ・小児用肺炎球菌

ＢＣＧ

麻しん・風しん1期
平成28年６月生

対象者

生後12か月～24か月（２歳）の前日まで

予防接種名開始対象者

水痘（水ぼうそう）

日本脳炎１期初回

日本脳炎２期

二種混合

生後12か月～36か月（３歳）の前日まで

平成28年10月１日～10月15日生
平成28年10月16日～10月31日生

13：00～13：15
14：15～14：30

持ち物は、「健康カレンダー」をご覧いただくか健康づくり課母子支援係へお
問い合せください。

13：00～13：15
14：15～14：30

平成28年９月１日～９月15日生
平成28年９月16日～９月30日生か み か み

離乳食講座 7/4
（火）

２
（金）

【乳幼児健康診査・相談・講座】　（会場：保健センター、持ち物：母子健康手帳）

３ か 月 児
健 康 診 査

対象者受付時間日健診名

13：00～13：30
13：30～14：00

平成29年３月１日～３月15日生
平成29年３月16日～３月31日生

９
（金）

13：00～13：30
13：30～14：00

平成29年２月１日～２月15日生
平成29年２月16日～２月28日生

7/7
（金）

23

（金）
13：00～13：30
13：30～14：00

平成27年11月11日～11月30日生
平成27年12月１日～12月15日生

1歳6か月児
健 康 診 査

19

（月）
13：00～13：30
13：30～14：00

平成28年５月24日～５月31日生
平成28年６月１日～６月19日生

１　歳　児
健 康 相 談

３　歳　児
健 康 診 査

13：00～13：30
13：30～14：00

平成26年５月25日～６月６日生
平成26年６月７日～６月28日生

29
(木）

平成26年６月生

平成20年６月生

平成18年６月生

生後６か月～90か月（７歳半）の前日まで
(標準的な接種期間は３歳～４歳の前日）

９歳～13歳の前日まで※
(標準的な接種期間は９歳～10歳の前日）

11歳～13歳の前日まで
(標準的な接種期間は11歳～12歳の前日）

Ｂ型肝炎
生後12か月（１歳）の前日まで
(標準的な接種期間は２か月～９か月の前日）平成29年４月生

２　歳　児
健 康 相 談

15
（木）

7/11
（火）

13：00～13：30
13：30～14：00

13：00～13：30
13：30～14：00

平成27年５月７日～５月24日生
平成27年５月25日～６月15日生

平成27年６月16日～６月24日生
平成27年６月25日～７月11日生

も ぐ も ぐ
離乳食講座

27
（火）

7/18
（火）

13：00～13：15
14：15～14：30

13：00～13：15
14：15～14：30

平成28年12月１日～12月15日生
平成28年12月16日～12月31日生

平成29年１月１日～１月15日生
平成29年１月16日～１月31日生
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年
頭
に
家
族
が
笑
顔

で
健
康
に
過
ご
せ
ま
す

よ
う
に
と
神
頼
み
し
て

早
半
年
。
笑
顔
と
は
程

遠
い
出
来
事
が
続
き
、

眉
間
の
皺
は
増
え
て
い
く
。
そ
ん

な
中
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
笑

い
の
効
用
」
に
つ
い
て
の
記
事
を

見
つ
け
た
。
人
は
笑
う
と
「
快
楽

ホ
ル
モ
ン
」
と
い
う
も
の
が
分
泌

さ
れ
、
気
分
が
ス
ッ
キ
リ
し
免
疫

機
能
が
変
化
し
て
、
ガ
ン
や
糖
尿

病
が
治
る
と
い
う
研
究
も
あ
る
そ

う
だ
▼
笑
い
が
健
康
に
良
い
の
は

わ
か
る
が
、
平
凡
な
日
常
に
さ
ほ

ど
面
白
い
こ
と
が
転
が
っ
て
い
る

わ
け
も
な
く
、
笑
う
チ
ャ
ン
ス
が

多
い
と
は
言
え
な
い
。
だ
が
、
記

事
に
よ
る
と
、
楽
し
い
と
自
然
に

笑
顔
に
な
る
の
と
逆
の
サ
イ
ク
ル

で
、
口
角
を
上
げ
笑
顔
を
つ
く
る

こ
と
で
楽
し
い
と
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
の
だ
そ
う
だ
。
つ
く
り
笑

顔
で
も
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
さ
せ
、

心
拍
数
を
落
ち
着
か
せ
た
り
、
表

情
筋
が
鍛
え
ら
れ
て
、
若
返
り
効

果
も
期
待
で
き
る
ら
し
い
。
資
本

も
い
ら
ず
、
効
果
は
絶
大
な
ら
試

し
て
み
る
価
値
は
あ
る
▼
ま
ず
は
、

仕
事
帰
り
に
口
角
を
上
げ
て
笑
顔

で
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
て
み
よ
う
。

そ
し
て
帰
宅
し
た
ら
家
族
に
笑
顔

の
ま
ま
「
た
だ
い
ま
」
を
言
っ
て

み
よ
う
。
は
た
し
て
「
笑
い
の
効

用
」
は
い
か
に
。

　

中
学
校
の
歴
史
の
教
科
書
を
使

っ
て
近
現
代
の
部
分
を
学
ぶ
講
座

で
す
。
平
成
26
年
に
開
講
し
、
３

年
間
学
習
し
て
き
ま
し
た
。
今
回

は
そ
の
番
外
編
と
し
て
市
街
地
を

歩
き
、
須
坂
の
近
現
代
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　

市
街
地
を
歩
き
、『
ふ
れ
あ
い
館

し
ら
ふ
じ
』
の
建
物
の
外
観
を
見

学
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
藤
澤
さ
ん

は
「
須
坂
に
は
『
土
蔵
造
り
』
の

建
物
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
特
徴

的
な
白
い
壁
に
は
貝
殻
を
焼
い
て

粉
に
し
た
『
漆
喰
』
と
い
う
も
の

が
塗
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
は
雨

な
ど
の
水
を
弾
く
性
質
が
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
壁
に
傾
斜
を
作
っ
て

水
が
外
に
落
ち
る
よ
う
に
す
る

『
露
切
り
』
が
施
さ
れ
て
お
り
、

水
に
弱
い
土
壁
を
補
う
工
夫
が
さ

れ
て
い
ま
す
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
土
蔵
な
ど
須
坂
の
建

物
に
つ
い
て
「
ど
う
い
う
造
り
に

な
っ
て
い
る
の
か
」
、「
ど
う
し
て

そ
う
造
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
」

を
学
び
、
当
時
の
建
物
と
現
代
の

　

中
央
公
民
館
付
近
で
「
江
戸
時

代
に
須
坂
藩
が
政
務
に
使
っ
て
い

た
館
が
こ
の
一
帯
に
建
っ
て
い
ま

し
た
」
と
の
説
明
を
聞
き
、
当
時

の
門
の
あ
た
り
で
参
加
者
は
昔
の

景
色
を
想
像
し
ま
し
た
。

・
た
ま
に
通
る
道
で
す
が
、
や
は

り
車
で
通
る
の
と
歩
く
の
と
で

は
全
然
違
っ
て
見
え
ま
し
た
。

・
自
分
で
調
べ
る
の
は
な
か
な
か

難
し
い
が
、
実
際
に
歩
く
と
と

て
も
分
か
り
や
す
く
、
覚
え
た

こ
と
は
市
外
の
友
達
に
も
教
え

て
あ
げ
た
い
で
す
。

　

４
月
19
日
㈬
、
豊
洲
地
域
公
民
館
主
催
の
近
現
代
史
講
座
が
行
わ

れ
６
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
師
の
藤
澤
袈
裟
一
さ
ん
（
新
田
町
）

の
案
内
で
須
坂
市
街
地
を
歩
き
、
蔵
の
町
並
み
や
小
路
な
ど
を
回
り

ま
し
た
。

▲建物の土台である石積みで、ぼ
　た餅を並べたように見える『ぼ
　たもち石』

▲門の場所について藤澤さんから説
　明を受ける参加者

自
ら
の
足
で
歴
史
を
学
ぶ

豊
洲
地
域
公
民
館
　
近
現
代
史
講
座

近
現
代
史
講
座
と
は

今
も
残
る
道
や
建
物
の
造
り

須
坂
藩
の
館

参
加
者
の
感
想

　

そ
の
後
、
中
央
公
民
館
の
東
に

あ
る
奥
田
神
社
に
行
き
、
堀
家
初

代
藩
主
の
直
重
公
と
今
年
没
後
１

５
０
年
を
迎
え
た
13
代
藩
主
の
直

虎
公
が
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。

建
物
の
違
い
に
つ
い
て
知
識
を
深

め
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
か
ら
残
っ
て
い
る
小

路
も
歩
き
ま
し
た
。
表
ど
お
り
か

ら
外
れ
て
い
て
分
か
り
に
く
い
道

な
の
で
、
参
加
者
は
「
こ
ん
な
道

が
あ
っ
た
の
か
！

」
「
初
め
て
通

り
ま
し
た
」
な
ど
と
驚
い
て
い
ま

し
た
。

　

市
街
地
に
は
か
つ
て
の
商
家
を

利
用
し
て
作
ら
れ
た
店
も
あ
り
、

そ
の
中
の
一
軒
で
昼
食
を
と
り
ま

し
た
。
室
内
の
造
り
か
ら
昔
の
暮

ら
し
を
し
の
び
、
現
代
へ
の
移
り

変
わ
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た

ひ
と
時
で
し
た
。

発行･編集 須坂市中央公民館
〒３８２－００１３
須坂市大字須坂７４７番地イ
TEL ０２６－２４５－１５９８
FAX ０２６－２４６－３９０６
E-mail : s-kouminkan@city.suzaka.nagano.jp

公民館だより 662
平成 29 年

６月１日発行
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４
月
８
日
㈯
、
豊
丘
上
町
に
あ
る
旧
園
里
学
校
内
に
「
園
里
郷
土

資
料
館
」
が
開
館
し
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
と
、
豊
丘
地
域

活
性
化
連
絡
協
議
会
で
事
務
局
長
を
務
め
る
小
林
道
男
さ
ん
（
豊
丘

上
町
）
に
よ
る
研
究
発
表
が
行
わ
れ
、
約
80
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

園そ

の

さ

と里
郷
土
資
料
館
が
オ
ー
プ
ン

豊
丘
地
域
活
性
化
連
絡
協
議
会
　
郷
土
資
料
保
存
の
会

　

旧
園
里
学
校
は
擬
洋
風
建
築
で
、

日
本
建
築
を
基
礎
に
西
洋
建
築
を

取
り
入
れ
た
建
物
で
す
。
明
治
16

年
に
建
て
ら
れ
、
平
成
５
年
４
月

に
復
元
さ
れ
た
後
、
市
指
定
有
形

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
階
に
は
、
明
治
か
ら
昭
和
初

期
に
か
け
て
の
教
育
資
料
を
展
示

し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
、

地
元
有
志
が
集
ま
り
発
足
し
た

「
郷
土
資
料
保
存
の
会
」
が
、
豊

丘
地
域
か
ら
古
文
書
・
民
具
・
農

具
等
の
資
料
を
集
め
て
展
示
の
準

　

午
前
10
時
、
建
物
正
面
に
て
郷

土
資
料
保
存
の
会
会
長
・
豊
丘
三

町
区
長
会
長
・
豊
丘
小
学
校
長
・

市
長
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

開
館
に
あ
た
っ
て
事
務
局
長
の

小
林
さ
ん
は
「
一
昨
年
の
12
月
か

ら
古
文
書
・
農
具
・
民
具
等
の
提

供
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
２
０

０
点
以
上
の
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
資

料
が
集
ま
り
ま
し
た
。
地
域
の
み

な
さ
ん
の
協
力
が
な
け
れ
ば
開
館

に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

協
力
い
た
だ
き
感
謝
し
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
豊
丘
三
町
区
長
会
長
の

山
岸
賢
一
さ
ん
か
ら
「
50
年
ほ
ど

前
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
民
具
も

あ
り
、
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ

う
な
感
覚
に
な
り
ま
す
。
地
域
の

活
性
化
に
繋
が
る
場
所
と
し
て
、

町
と
し
て
も
こ
れ
か
ら
維
持
管
理

　

豊
丘
地
域
公
民
館
に
場
所
を
移

し
、
豊
丘
地
域
の
成
り
立
ち
や
三

原
道
に
つ
い
て
の
研
究
発
表
が
あ

り
、
続
い
て
豊
丘
に
伝
わ
る
民
話

『
ダ
ム
に
沈
ん
だ
湯
河
原
伝
説
』

の
切
り
絵
紙
芝
居
の
口
演
が
あ
り

ま
し
た
。
参
加
し
た
地
元
の
み
な

さ
ん
に
も
新
た
な
発
見
が
あ
っ
た

の
か
、
研
究
発
表
で
は
随
所
で
関

心
し
て
い
ま
し
た
。

　

小
林
さ
ん
は
「
豊
丘
の
歴
史
を
、

子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
周
り
の
人

た
ち
も
誇
り
を
持
っ
て
自
慢
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
。
資
料
館
は
、
小

学
校
の
社
会
科
授
業
の
資
料
室
と

し
て
も
活
用
し
て
ほ
し
い
。
今
の

ま
ま
で
は
未
完
成
な
の
で
、
資
料

説
明
板
の
内
容
を
い
っ
そ
う
分
か

り
や
す
く
、
足
り
な
い
資
料
を
増

や
す
な
ど
更
に
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

地
元
住
民
の
手
で
開
館
へ

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

研
究
発
表
と
今
後
の
展
望

▲開館を前に、来賓や資料を提供した地元の
　みなさんが集まりました

▲展示室の様子。昔の生活が再現さ
　れています

・
絵
伝
は
昔
の
道
徳
の
教
え
、
仏

様
へ
の
信
仰
が
強
い
純
粋
な
心

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
て
良
か

っ
た
。

・
絵
解
き
に
よ
っ
て
絵
だ
け
で
は

分
か
ら
な
い
話
の
深
い
部
分
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
。
内
容
も

面
白
く
、
引
き
込
ま
れ
て
し
ま

っ
た
。

参
加
者
の
感
想

に
協
力
し
て
い
き
ま
す
」
と
祝
辞

が
あ
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
荘
田
敬
区
長
か
ら

「
法
然
堂
は
浄
土
宗
の
開
祖
で
あ

る
法
然
上
人
を
お
祀
り
し
て
お
り

名
前
の
由
来
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

今
日
公
開
す
る
絵
巻
は
大
変
貴
重

な
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
保
存

し
て
い
け
る
よ
う
に
み
な
さ
ん
に

も
ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た
。

　

上
中
町
に
古
く
か
ら
伝
わ
っ
て

い
る
絵
巻
「
孝
子
善
之
丞
感
得
御

絵
伝
」
は
１
８
４
１
年
に
描
か
れ

た
も
の
で
、
１
８
６
１
年
に
上
中

町
の
有
志
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
も
の

で
す
。
か
つ
て
は
道
徳
教
育
に
も

使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

福
島
県 

桑こ

お

り

ま

ち

折
町
に
実
在
し
た

　

４
月
23
日
㈰
、
法

然
堂
（
上
中
町
公
会

堂
）
に
て
「
孝こ

う

し

ぜ

ん

子
善

之の

じ

ょ

う

か

ん

と

く

ご

え

で

ん

丞
感
得
御
絵
伝
」

の
絵
解
き
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
会
場
に
は

30
人
の
参
加
者
が
集

ま
り
ま
し
た
。
蔵
の

町
す
ざ
か
昔
を
語
る

会
の
久
保
田
好
江
さ

ん
と
広
間
軌
子
さ
ん

が
絵
解
き
の
語
り
手

を
務
め
ま
し
た
。

上
中
町
の
お
宝

絵
伝
を
分
か
り
や
す
く
解
説

備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し

て
誕
生
し
た
の
が
園
里
郷
土
資
料

館
で
す
。

善
之
丞
と
い
う
人
物
の
話
を
絵
伝

に
し
た
も
の
で
、
主
人
公
で
あ
る

善
之
丞
が
病
気
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
父
親
を
助
け
る
た
め
丑
の
刻
参

り
を
し
、
そ
の
後
、
お
地
蔵
様
に

導
か
れ
て
地
獄
・
極
楽
を
巡
る
と

い
う
お
話
で
す
。

　

久
保
田
さ
ん
と
広
間
さ
ん
が
、

絵
巻
だ
け
で
は
読
み
取
れ
な
い
登

場
人
物
の
心
境
な
ど
を
熱
の
こ
も

っ
た
口
調
で
読
み
説
き
、
参
加
者

は
惹
き
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

シリーズ わが町わが公民分館

上中町  法然堂春のお祭り

▲絵は左から順番になっており、漫画のよ
　うに一コマずつ読み解いていきます
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見る

見る学ぶ

学ぶ

作る

市
民
学
園
《
公
開
》

　
映
画
鑑
賞
会

　

認
知
症
の
母
と
の
日
常
を
描
い

た
感
動
の
介
護
喜
劇
映
画
で
す
。

　

み
な
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

と
　
き　

６
月
17
日
㈯

　
　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

開
　
場　

午
後
１
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

　
　
　
　

ホ
ー
ル
（
３
階
）

作
品
名　

「
ペ
コ
ロ
ス
の
母
に

　
　
　
　
　

会
い
に
行
く
」

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
１
５
９
８

　

羊
毛
フ
ェ
ル
ト
を
使
っ
て
、
動

物
の
マ
ス
コ
ッ
ト
を
作
り
ま
す
。

　

簡
単
に
作
れ
る
の
で
、
裁
縫
が

苦
手
な
方
も
大
歓
迎
で
す
。

※
無
料
託
児
あ
り
ま
す
。
ご
希
望

　

の
方
は
申
し
込
み
の
際
に
お
知

　

ら
せ
く
だ
さ
い
。

須
坂
市
中
央
公
民
館

と
　
き　

６
月
30
日
㈮

　
　
　
　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

と
こ
ろ　

す
ざ
か
女
性
未
来
館

　
　
　
　

講
習
室
（
２
階
）

講
　
師　

日
台
美
知
代
さ
ん

　
　
　
　

（
ア
ロ
マ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

参
加
費　

６
０
０
円
／
人

対
　
象　

18
歳
～
39
歳
で
、
市
内

　
　
　
　

に
在
住
ま
た
は
勤
務
し

　
　
　
　

て
い
る
方

定
　
員　

10
人

申
　
込　

６
月
23
日
㈮
ま
で

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
１
５
９
８

　

親
子
で
月
の
ク
レ
ー
タ
ー
や
土

星
の
輪
、
木
星
の
し
ま
模
様
な
ど

を
観
察
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
天
候

が
悪
い
場
合
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど

を
使
っ
て
学
習
を
し
ま
す
。

と
　
き　

７
月
８
日
㈯

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　

８
時
30
分

集
　
合　

午
後
６
時
20
分

　
　
　
　

日
野
地
域
公
民
館
別
館

講
　
師　

す
ざ
か
天
文
部
／
名
古

　
　
　
　

屋
大
学
安
田
・
遠
藤
研

　
　
　
　

究
室

定
　
員　

50
人
（
中
学
生
以
下
は

　
　
　
　

保
護
者
同
伴
）

参
加
費　

無
料

申
　
込　

６
月
30
日
㈮
ま
で

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
１
５
９
８

　

市
内
の
河
川
に
す
む
水
生
生
物

の
観
察
や
、
水
質
を
調
べ
ま
す
。

　

上
流
、
中
流
で
の
違
い
を
楽
し

く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

と
　
き　

７
月
22
日
㈯

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
正
午

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
出
身
の
講
師
か
ら
、

言
語
や
文
化
な
ど
色
々
な
お
話
を

聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
無
料
託
児
あ
り
ま
す
。
ご
希
望

　

の
方
は
申
し
込
み
の
際
に
お
知

　

ら
せ
く
だ
さ
い
。

と
　
き　

７
月
５
日
㈬

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

と
こ
ろ　

す
ざ
か
女
性
未
来
館

　
　
　
　

大
講
習
室
（
２
階
）

講
　
師　

ト
ー
ン
・
ロ
タ
ナ
さ
ん

　
　
　
　

（
長
野
市
国
際
交
流
員
）

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

筆
記
用
具

定
　
員　

20
人

申
　
込　

６
月
23
日
㈮
ま
で

共
　
催　

す
ざ
か
女
性
未
来
館

青
年
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
講
座

～
自
遊
時
感
～

ふ
わ
ふ
わ
マ
ス
コ
ッ
ト

を
作
ろ
う

南
部
地
域
公
民
館

学ぶ

体験

日
滝
地
域
公
民
館

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

「
す
ざ
か
マ
イ
・
ノ
ー
ト
」

活
用
講
座

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業

「
心
も
養
う
太
極
拳
」

こ
ど
も
21
す
ざ
か
未
来
大
学

星
空
観
望
会

こ
ど
も
21
す
ざ
か
未
来
大
学

せ
せ
ら
ぎ
サ
イ
エ
ン
ス

異
文
化
理
解
講
座

「〝
カ
ン
ボ
ジ
ア
〟
の

文
化
」

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
１
５
９
８

　

年
齢
や
性
別
に
関
係
な
く
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
太
極
拳
を
一
緒

に
や
り
ま
せ
ん
か
。

　
と
　
き　

６
月
21
日
㈬

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

南
部
地
域
公
民
館

　
　
　
　

講
堂
（
３
階
）

講
　
師　

山
崎
優
子
さ
ん

　
　
　
　

（
信
州
太
極
拳
連
盟　

顧
問
）

定
　
員　

30
人

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
　
込　

６
月
14
日
㈬
ま
で

※
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　

午
後
５
時

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
０
２
７
３

　

自
分
ら
し
い
人
生
の
旅
立
ち
に

つ
い
て
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

と
　
き　

７
月
５
日
㈬

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

受
　
付　

午
前
９
時
30
分
～

と
こ
ろ　

日
滝
地
域
公
民
館

内
　
容　

か
し
こ
い
相
続
と
遺
言

　
　
　
　

に
つ
い
て

講
　
師　

保
坂
幸
一
さ
ん

　
　
　
　

（
司
法
書
士
）

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

す
ざ
か
マ
イ
・
ノ
ー
ト
、

　
　
　
　

筆
記
用
具

※
会
場
に
て
「
す
ざ
か
マ
イ
・
ノ
ー
ト
」

を
１
冊
３
０
０
円
で
販
売
し
ま
す
。

共
　
催　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
１
５
９
８

　
　
　
　
　
　
　

（
中
央
公
民
館
）

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　

当
日
会
場
に
直
接
お
越
し
く
だ

　

さ
い
。

と
こ
ろ　

鮎
川
、
宇
原
川

集
　
合　

午
前
８
時
15
分

　
　
　
　

中
央
公
民
館

講
　
師　

宮
入
英
治
さ
ん

　
　
　
　

（
自
然
観
察
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

参
加
費　

50
円
／
人

支
払
期
限　

７
月
14
日
㈮

※
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　

午
後
５
時

服
　
装　

川
に
入
れ
る
身
支
度

対
　
象　

市
内
在
住
の
小
学
生
以

　
　
　
　

上
の
児
童
と
保
護
者

定
　
員　

30
人

申
　
込　

７
月
12
日
㈬
ま
で

共
　
催　

市
生
活
環
境
課

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
１
５
９
８
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広報 平成29年６月号 ・30・

　

７
月
１
日
㈯
よ
り
冷
暖
房
等
使

用
料
を
徴
収
い
た
し
ま
す
。

○
冷
暖
房
使
用
料
：
一
時
間
一
台

１
０
０
円　

た
だ
し
、
日
野
地
域

公
民
館
別
館
大
広
間
一
時
間
５
０

０
円
、
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
一
時

間
１
０
０
０
円

○
日
野
地
域
公
民
館
体
育
館
照
明

使
用
料
：
一
時
間
４
４
０
円

○
支
払
方
法
：
次
の
と
お
り
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

コ
イ
ン
式
機
器
ま
た
は
自
己
申

請
等
に
よ
り
納
付
（
原
則
）
。

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
１
５
９
８

　

現
在
、
一
、
二
階
北
側
ト
イ
レ
、

三
階
ト
イ
レ
を
改
修
工
事
中
で
す
。

○
工
期
：
７
月
28
日
㈮
ま
で（
予
定
）

　

工
事
に
伴
う
騒
音
等
に
よ
り
使

用
で
き
な
い
施
設
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
三
階
給
湯
室
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
。
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
１
５
９
８

　

東
北
信
地
区
の
高
校
生
達
が
撮

ら
え
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
一
瞬
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

み
な
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

と
　
き　

６
月
10
日
㈯
～

　
　
　
　

６
月
11
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
～

　
　
　
　

午
後
４
時
30
分

　
　

（
最
終
日　

午
後
３
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

須
坂
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
臥
竜

　
　
　
　

公
園
（
南
部
地
域
公
民
館
）

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

☎
２
１
４
‐
７
２
３
１

　
　
　
　

（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
プ
ラ
ス
ワ
ン
）

　

太
極
拳
は
武
術
と
し
て
だ
け
で

は
な
く
、
身
体
の
中
か
ら
健
康
的

に
な
れ
る
と
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

何
歳
に
な
っ
て
も
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。

と
　
き　

毎
月
第
２
・
４
木
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　

２
時
30
分

　

生
活
の
器
に
オ
シ
ャ
レ
に
お
花

を
飾
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
花
の
美
し

さ
を
味
わ
い
、
楽
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
毎
回
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
も
あ
り

ま
す
。

と
　
き　

６
月
27
日
㈫

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

※
毎
月
第
４
火
曜
日
に
開
催

と
こ
ろ　

す
ざ
か
女
性
未
来
館

　
　
　
　

相
談
室
（
１
階
）

講
　
師　

松
山
あ
き
子
さ
ん

参
加
費　

６
回
で
６
０
０
０
円

※
花
代
は
別
途
必
要
で
す
。

定
　
員　

10
人

問
合
せ　

☎
２
４
６
‐
８
１
６
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
松
山
）

社会教育団体からのお知らせ

長
野
県
高
等
学
校
文
化
連
盟

第
７
回 

長
野
県
東
北
信
地
区

高
等
学
校
　
写
真
展

太
極
拳
教
室

　
ガ
オ
・
タ
イ
チ
ー

い
い
ね
♪
花
の
あ
る
生
活

「
花
サ
ロ
ン
」

　
　
れ
ん
げ
つ
つ
じ
の
会

展
　
示

会
員
募
集

おでかけパソコン教室

講　師　ＮＰＯ法人信州ＳＯＨＯ支援協議会　※パソコンは主催者が用意します。

①はパソコンの持込可

※パソコン相談室の以後の日程につきましては、各地域公民館へお問い合わせ下さい。

講　座　名 と　　き 定員・参加費 申　　込 ところ・問合せ

①パソコン相談室
６月 13 日㈫
午後２時～４時

なし
無料

不要
豊丘地域公民館
☎２４５‐９７６８

②スマホ＆タブレット講座
＜全３回＞

６月 19 日㈪～ 21 日㈬
午前 10 時～正午

10 人
500 円／人

６月１日㈭～
※平日の午前８時 30分～午後５時

高甫地域公民館
☎２４８‐１９２５

③スマホ＆タブレット講座
＜全３回＞

６月 19 日㈪～ 21 日㈬
午後２時～４時

10 人
500 円／人

６月１日㈭～
※平日の午前８時 30分～午後５時

日滝地域公民館
☎２４８‐１６８６

④ゆっくりパソコン講座
＜全５回＞

６月 26 日㈪～ 30 日㈮
午前 10 時～正午

10 人
500 円／人

６月１日㈭～
※平日の午前８時 30分～午後５時

井上地域公民館
☎２４６‐２４８８

⑤パソコン総合講座
初級編＜全５回＞

７月 10 日㈪～ 14 日㈮
午前 10 時～正午

10 人
500 円／人

６月１日㈭～
※平日の午前８時 30分～午後５時

豊丘地域公民館
☎２４５‐９７６８

中
央
公
民
館
、各
地
域
公
民
館

な
ら
び
に
す
ざ
か
女
性
未
来

館
使
用
者
の
皆
様
へ

冷
暖
房
等
使
用
料
徴
収

に
つ
い
て

中
央
公
民
館
ト
イ
レ

改
修
工
事
に
つ
い
て

と
こ
ろ　

高
甫
地
域
公
民
館

講
　
師　

山
崎
優
子
さ
ん

　
　
　
　

（
信
州
太
極
拳
連
盟　

顧
問
）

会
　
費　

月
１
２
０
０
円
／
人

問
合
せ　

☎
２
４
８
‐
１
９
２
５

　
　
　
　
　

（
高
甫
地
域
公
民
館
）

※
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　

午
後
５
時

参
加
者
募
集

お 知 ら せ 市外局番…(026)



広報 平成29年６月号・31・

　

家
庭
で
気
軽
に
手
作
り
お
や
つ

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
野
菜
を
使

っ
た
お
や
つ
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
お

し
ゃ
れ
な
洋
菓
子
ま
で
４
品
を
作

り
ま
す
。

　

日
商
Ｐ
Ｃ
、
デ
ー
タ
活
用
３
級

の
資
格
取
得
の
た
め
の
講
座
で
す
。

　

講
座
終
了
後
は
検
定
を
受
け
て

い
た
だ
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
で
合

格
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

と
　
き　

７
月
５
日
㈬

　
　
　
　
　
　

７
日
㈮
・
12
日
㈬

　
　
　
　
　
　

14
日
㈮
・
19
日
㈬

　
　
　
　
　
　

21
日
㈮
・
26
日
㈬

　
　
　
　
　
　

28
日
㈮

※
各
回
と
も
午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

市
技
術
情
報
セ
ン
タ
ー

講
　
師　

寺
島
広
美
さ
ん

参
加
費　

５
３
０
０
円
／
人

　
　
　
　

（
テ
キ
ス
ト
代
ほ
か
）

支
払
期
限　

６
月
23
日
㈮

※
検
定
料
（
５
１
４
０
円
）
が

　

別
途
必
要
で
す
。

定
　
員　

15
人

申
　
込　

６
月
７
日
㈬
～

　
　
　
　
　
　

21
日
㈬
ま
で

問
合
せ　

☎
２
１
４
‐
６
０
４
１

　

お
盆
や
お
彼
岸
に
欠
か
せ
な
い

郷
土
食
、
お
や
き
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

初
心
者
、
男
性
も
も
ち
ろ
ん
、

経
験
者
も
大
歓
迎
で
す
。

と
　
き　

７
月
24
日
㈪

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

と
　
き　

６
月
28
日
㈬

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　

す
ざ
か
女
性
未
来
館

　
　
　
　

料
理
実
習
室
（
２
階
）

内
　
容　

▽
小
松
菜
の
ケ
ー
キ

　
　
　
　

▽
ピ
ロ
シ
キ

　
　
　
　

▽
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム

　
　
　
　

▽
モ
ン
テ
・
ビ
ア
ン
コ

　
　
　
　
　

（
イ
タ
リ
ア
風
モ
ン
ブ
ラ
ン
）

講
　
師　

須
坂
友
の
会
の
み
な
さ
ん

参
加
費　

１
０
０
０
円
／
人

※
参
加
費
は
当
日
徴
収
し
ま
す
。

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
　
　
　

筆
記
用
具

定
　
員　

16
人

申
　
込　

６
月
21
日
㈬
ま
で

問
合
せ　

☎
２
４
６
‐
０
３
８
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
井
畑
）

　
　
　
　

☎
２
４
６
‐
６
９
５
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
北
澤
）

※
こ
の
講
座
は
託
児
が
あ
り
ま
せ
ん
。

【
各
講
座
に
つ
い
て
】

○
申
込
受
付
開
始
は
、
午
前
８
時

30
分
〜
で
す
。

○
無
料
託
児
あ
り
ま
す
（
事
前
の

申
し
込
み
が
必
要
で
す
）
。

○
筆
記
用
具
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
男
性
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

資
格
取
得
講
座

履
歴
書
に
書
け
る
Ｐ
Ｃ
講
座

〈
全
８
回
〉

郷
土
食
を
作
ろ
う
！

　

お
や
き
づ
く
り
講
座

講
座･

催
し

講
座･

催
し

○
参
加
費
の
支
払
い
は
、
お
つ
り

の
な
い
よ
う
支
払
期
限
ま
で
に

お
願
い
し
ま
す
（
平
日
の
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
）
。

○
キ
ャ
ン
セ
ル
や
欠
席
を
さ
れ
る

場
合
は
、
１
週
間
前
ま
で
に
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
こ
ろ　

す
ざ
か
女
性
未
来
館

　
　
　
　

料
理
実
習
室
（
２
階
）

内
　
容　

な
す
他
２
品

講
　
師　

市
食
生
活
改
善
推
進
協

　
　
　
　

議
会
の
み
な
さ
ん

参
加
費　

５
０
０
円
／
人

支
払
期
限　

７
月
18
日
㈫

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
　
　
　

食
器
用
ふ
き
ん

定
　
員　

20
人

申
　
込　

６
月
14
日
㈬
～

問
合
せ　

☎
２
１
４
‐
６
０
４
１

　私たちは未来館の押し花講座

をきっかけに活動を始めました。

　押し花は、子どもから大人ま

で幅広い年代の方々が楽しめま

す。ガーデニングで育てた花を

押し花にして飾ったり、ハガキ

にしたりとさまざまな作品を作

ることができ、とても充実した

時間です。

　毎月１回、第３火曜日の午後

に活動しています。一緒に作っ

てみませんか。お気軽に見学に

お越しください。

問合せ　☎２４５‐６８２２

（小林）

▲館内にも作品を飾っています

▲ティッシュケースとコースター。
　華やかに仕上がりました

すざか女性未来館の使用団体の紹介

押し花クラブ

参
加
者
募
集

須
坂
友
の
会
主
催

軽
食
と
お
や
つ
講
習
会

会員募集中！

▲今回作る内容の４品（右上の小松菜のケーキから時計回り）
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広報 平成29年６月号 ・32・

▲生涯学習推進員の委嘱を受ける昨年
　の受講生

▲伊能忠敬公

▲絵本を大きなスクリーンに映して小
　学生に読み聞かせする様子

　

世
界
の
絵
本
を
英
語
と
日
本
語

で
読
み
聞
か
せ
し
て
い
る
グ
ル
ー

プ
「
点
子
ち
ゃ
ん
ズ
」
に
よ
る
、

歌
や
踊
り
、
コ
ン
ト
な
ど
を
交
え

た
楽
し
い
世
界
を
体
験
し
ま
せ
ん

か
。
小
さ
い
お
子
さ
ん
か
ら
大
人

ま
で
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
小
学

校
の
授
業
の
一
環
と
し
て
も
活
用

い
た
だ
け
ま
す
。　

講
座
人
数　

要
相
談

※
金
曜
日
は
不
可

申
込
・
問
合
せ

　
　
　
　

生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
２
１
４
‐
６
０
８
６

　

伊
能
忠
敬
公
の
測
量
隊
は
、
文

化
11
年
５
月
３
日
（
西
暦
１
８
１

４
年
６
月
20
日
）
に
飯
山
城
下
か

ら
須
坂
村
ま
で
、
翌
日
の
４
日
に

は
松
代
城
下
ま
で
を
測
量
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
他
地
区
の
例
も
交

え
「
須
坂
で
の
測
量
隊
の
動
き
と
、

そ
れ
を
迎
え
た
須
坂
村
の
対
応
」

と
「
伊
能
忠
敬
公
の
生
き
方
の
魅

力
」
に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ

て
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

と
　
き　

７
月
３
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

旧
上
高
井
郡
役
所

　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル
（
２
階
）

講
　
師　

市
川
美
津
夫
さ
ん

　
　
　
　

（
伊
能
忠
敬
研
究
者 

福
島
町
）

定
　
員　

40
人

参
加
費　

無
料

申
込
・
問
合
せ

　
　
　
　

生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
２
１
４
‐
６
０
８
６

世
界
の
絵
本
を
一
緒
に

楽
し
も
う
！

（
講
座
№
１
４
７
）

講
師　
点
子
ち
ゃ
ん
ズ

生
涯
学
習

ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座

　
　
　
新
講
座
の
紹
介

須
坂
市
民
総
合
大
学

第
１
回
公
開
必
修
講
座
の

お
知
ら
せ

　

地
域
や
学
校
、
各
種
団
体
で
生

涯
学
習
指
導
者
・
支
援
者
・
生
涯

学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍

し
て
い
け
る
よ
う
、
生
涯
学
習
に

関
す
る
基
礎
的
な
知
識
な
ど
を
習

得
す
る
た
め
の
講
座
で
す
。

　

地
域
社
会
の
「
絆
」
や
「
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要
性
」
が
再
認
識

さ
れ
て
い
る
現
在
、
生
涯
学
習
の

意
義
や
「
ま
ち
づ
く
り
」
、「
地
域

づ
く
り
」
に
貢
献
で
き
る
た
め
の

あ
り
方
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

　

講
座
修
了
者
に
は
、
須
坂
市
生

涯
学
習
推
進
員
と
し
て
、
よ
り
よ

い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

活
動
の
場
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

受
講
料　

　

４
８
５
０
０
円
／
人

（
た
だ
し
、
修
了
者
に
は
予
算

の
範
囲
内
で
１
／
２
以
内
の

額
を
補
助
し
ま
す
）

学
習
期
間　

平
成
29
年
８
月
～
平
成
30
年
１
月

　
　
　
　
　
　
　
　

（
６
カ
月
間
）

　

月
１
回
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
行

い
、
受
講
生
ど
う
し
で
テ
キ
ス
ト

学
習
や
報
告
課
題
な
ど
の
疑
問
を

解
決
し
て
い
き
ま
す
。

対
　
象　

　

市
内
に
在
住
し
、
講
座
終
了
後

に
、
生
涯
学
習
推
進
員
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）
と
し
て
活
動
す
る
意
欲

の
あ
る
方

定
　
員　

若
干
名

そ
の
他　

　

講
座
修
了
者
に
は
修
了
証
書
が

授
与
さ
れ
、
特
に
成
績
優
秀
者
に

は
文
部
科
学
大
臣
賞
が
授
与
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
申
請
手
続
き
に
よ

り
「
生
涯
学
習
２
級
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
」
の
認
定
証
の
交
付
を
受

け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

（
申
請
料　

１
２
０
０
０
円
）

申
込
方
法　

　

６
月
30
日
㈮
ま
で
に
、
備
え
付

け
の
申
込
用
紙
に
記
入
し
、
生
涯

学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
２
１
４
‐
６
０
８
６

文部科学省認定社会通信教育

平成29年度（第18期生）

◇◆◇  一緒に “楽しみながら” チャレンジしてみませんか  ◇◆◇

伊
能
忠
敬
公
の
須
坂
測
量
と

生
き
方
の
魅
力

受講生
募集

生涯学習指導者養成講座生涯学習指導者養成講座

市外局番…(026)
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広報 平成29年６月号・33・

▲受講生を代表して、石田秀明さん（写真中央）が「自
　分の知識だけでなく、それを広げることのできる
　学びになればと思う」と話しました

▲講師のお手本を見ながら、真剣に書
　道に取り組む様子

　

４
月
22
日
㈯
に
「
第
10
期 

生

涯
学
習
須
坂
学
舎
」
の
開
講
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
須
坂

の
歴
史
や
文
化
を
学
ぶ
こ
と
で
、

郷
土
に
誇
り
と
愛
着
を
持
つ
と
と

も
に
、
そ
の
学
習
の
成
果
を
「
ま

ち
づ
く
り
」
、「
地
域
づ
く
り
」
へ

つ
な
げ
る
こ
と
を
願
う
「
須
坂
学

舎
」
。
10
期
生
の
２
年
間
に
わ
た

る
学
び
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

９
期
生
の
友
人
に
「
須
坂
の
こ

と
を
学
習
す
る
な
ら
、
こ
の
須
坂

学
舎
が
一
番
い
い
よ
」
と
勧
め
ら

れ
申
し
込
み
ま
し
た
。
そ
し
て
迎

え
た
開
講
式
。「
〝
須
坂
に
生
ま
れ

育
っ
た
こ
と
に
誇
り
の
も
て
る

人
〟
と
し
て
」
と
は
、
ち
ょ
っ
と

違
う
の
で
す
が
、
石
川
県
能
登
半

島
で
生
ま
れ
育
っ
た
私
は
、
35
年

大
阪
で
暮
ら
し
た
後
、
５
年
10
ヶ

月
前
に
夫
の
故
郷
で
あ
る
須
坂
に

移
住
し
、
沢
山
の
人
た
ち
と
知
り

合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
約
６
年
間
に
「
畑
の
師
匠
」
、

「
料
理
の
師
匠
」
、「
人
生
の
師
匠
」

と
思
え
る
方
々
と
の
嬉
し
い
出
会

い
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の

学
舎
で
「
学
び
の
師
匠
」
と
な
る

方
た
ち
と
出
会
え
そ
う
で
、
緊
張

　

遅
咲
き
の
桜
が
満
開
の
日
、
豊

洲
地
域
公
民
館
書
道
サ
ー
ク
ル

「
筆
芳
会
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
植
木
春
夫
さ
ん
（
小
島

町
）
で
す
。
40
年
ほ
ど
前
に
お
父

さ
ん
が
地
元
の
人
た
ち
と
農
業
の

傍
ら
に
何
か
文
化
的
な
こ
と
に
取

り
組
み
た
い
と
立
ち
上
げ
た
書
道

の
会
に
、
若
い
時
か
ら
参
加
し
て

精
進
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
手
本
は
、
草
書
の
漢
詩
、
和

歌
、
俳
句
な
ど
の
講
師
直
筆
の
書

で
す
。
み
な
さ
ん
好
き
な
お
手
本

で
自
由
に
書
く
と
、
講
師
に
朱
書

き
添
削
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

「
道
は
近
き
に
あ
り
、
飽
き
な

い
こ
と
、
字
は
間
違
え
な
い
、
行

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
、
面
白
い

の
は
か
す
か
な
ズ
レ
、
か
す
れ
と

に
じ
み
は
美
し
い
、
筆
の
持
ち
方

で
字
の
太
さ
や
細
さ
が
変
わ
る
」

な
ど
の
基
本
を
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
書
道
に
向
き
合
う
人
の

人
格
や
心
の
持
ち
よ
う
で
美
し
い

文
字
が
現
れ
る
と
い
う
お
話
も
あ

り
ま
し
た
。
会
長
の
中
島
房
子
さ

ん
に
、
書
道
と
の
向
き
合
い
方
を

　

取
材
の
結
果
、
書
道
の
魅
力
は

す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
書
く
こ

と
で
心
が
安
ら
ぎ
「
ボ
ケ
防
止
」

に
な
る
か
ら
と
入
会
さ
れ
た
方
も

い
ま
す
。
訪
問
し
た
日
は
、
年
に

１
回
の
お
茶
飲
み
会
で
、
終
わ
っ

た
後
に
手
作
り
の
お
料
理
が
ど
ん

ど
ん
出
さ
れ
ま
し
た
。
楽
し
く
取

材
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
お
も
て
な

し
も
し
て
い
た
だ
い
て
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
生
涯
学
習
推
進
員
会
豊
洲
分
会

　
　
　

荻
原
・
竹
内
・
田
中　

記
）

し
な
が
ら
も
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
須
坂
は
今
で
も
大

好
き
な
町
で
す
が
、
こ
こ
で
学
習

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
須
坂
の

こ
と
を
知
り
、
ま
す

ま
す
好
き
に
な
れ
れ

ば
い
い
な
ぁ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

10
期
生
19
名
の
平

均
年
齢
は
69
・
５
歳

と
知
り
新
参
者
の
上
、

多
分
下
か
ら
２
、
３

番
目
の
私
は
、
み
な

さ
ん
の
お
荷
物
に
な

ら
な
い
よ
う
後
ろ
か

ら
一
所
懸
命
つ
い
て

い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
10
期
生　

記
）

生
涯
学
習
推
進
員
が

取
材
し
ま
し
た

《
開
講
式
に
思
っ
た
こ
と
》

と　　き　７月６日㈭　午前 10 時 30 分～正午

と こ ろ　第２勤労者研修センター（新田町）

内　　容　心地よい音の波動（フランスの風鈴、

チベットの Singing Bowl、お寺の

リン）を聴きながら寝転がり、身も

心もゆだねると凝り固まったものが

緩んできます。安らいで眠ってしま

うかも。

講　　師　高津慧親ドロテーさん

対象・定員　どなたでも・15 人

参 加 費　一般　　　500 円

　　　　　障がい者　100 円

申込・問合せ　第２勤労者研修センター

　　　　  （ピアハウス）

　　　　　☎２４８‐０１８０

　　　　　　　　（須坂市民総合大学対象講座）

お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
「
生
涯
死
ぬ

ま
で
き
れ
い
な
字
を
書
い
て
い
た

い
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
同

じ
心
で
す
ね
。

　

会
員
の
み
な
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ

れ
個
性
が
出
る
表
現
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
優
し
さ
と
勢
い
を
使
い

分
け
、
書
き
終
わ
っ
て
か
ら
落
款

印
を
押
す
こ
と
で
素
晴
ら
し
い
作

品
が
仕
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。　

生
涯
学
習
須
坂
学
舎
だ
よ
り

『
第
10
期
生
開
講
式
』

『元気アップ教室  サウンド瞑想』のご案内

豊
洲
地
域
公
民
館
書
道
サ
ー
ク
ル

『
筆ひ

っ
ぽ
う
か
い

芳
会
』



　

市外局番…（026）

・34・広報 平成29年６月号

　

ぶ
っ
く
る
ー

▲

開
館
時
間　

平　

日　

午
前
９
時
～
午
後
７
時

　
　
　
　
　

土
日
祝　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　

Tel
２
４
５
‐
０
７
８
４

　
　
　
　
　

Fax
２
４
５
‐
４
３
１
３

休 

館 

日　

５
・
12
日
～
７
月
５
日

４月

来館者数

  8,925人

貸出冊数

　21,607冊

図
書
館
だ
よ
り

「茶房てらす」

信州須坂どこでも図書館紹介⑮    

開館時間　水曜日～土曜日

　　　　　午後１時～５時

電話番号　090‐1467‐1129

　絵が飾られた明るいおうちカフェ。

須坂オープンガーデン登録の庭を眺

めながら、ゆったりお茶と読書が楽

しめます。毎週木曜日は、ひとり暮

らしの高齢者を対象に、ランチサロ

ンも開いています。

　
　

し
ろ
さ
ん
と
ち
び
ね
こ　
　
　
　
　
　
　
　

エ
リ
シ
ャ
・
ク
ー
パ

　
　

ね
こ
と
さ
か
な
と
な
み
ぼ
う
ず　
　
　
　
　

わ
た
な
べ
ゆ
う
い
ち

　
　

か
さ
ち
ゃ
ん
で
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
よ
た
か
ず
ひ
こ

　
　

ち
っ
ち
ゃ
な
木
の
お
は
な
し　
　
　
　
　
　

ロ
ー
レ
ン
・
ロ
ン
グ

　
　

　
　

鳥
の
巣
つ
く
ろ
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
ま
も
る

　
　

太
陽
と
月
の
大
地　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ
ン
チ
ャ
・
ロ
ペ
ス

　
　

こ
ど
も
り
ょ
う
り
の
こ
と
ば
絵
じ
て
ん　
　
　
　
　
　
　

三
省
堂

　
　

ミ
ラ
ク
ル
！
お
ま
じ
な
い
大
じ
て
ん　
　
　

マ
ー
ク
・
矢
崎
治
信

　
　

介
護
破
産　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

結
城
康
博

　
　

レ
ン
ズ
を
通
し
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
円
宮
妃
久
子

　
　

日
本
三
百
名
山
山
あ
る
き
ガ
イ
ド　
　

Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ャ
ー

　
　

洗
車
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
＆
メ
ン
テ
ナ
ン
ス　
　

カ
ー
ケ
ア
ジ
ャ
パ
ン

　
　

泣
き
た
く
な
っ
た
あ
な
た
へ　
　
　
　

 
 
 
 
 
 
 

　

松
浦
弥
太
郎

　
　

ひ
よ
っ
こ　

上　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
　

岡
田
惠
和

　
　

彼
女
は
鏡
の
中
を
覗の

ぞ

き
こ
む　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
エ
リ
カ

　
　

人
類
最
強
の
と
き
め
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
尾
維
新

新

刊

内

案

絵本児童一 般

長
期
休
館
の
お
知
ら
せ

長
期
休
館
の
お
知
ら
せ

期　

間　

６
月
12
日
㈪
～
７
月
５

日
㈬

　

一
年
に
一
度
の
蔵
書
点
検
と
館

内
整
備
の
た
め
休
館
し
ま
す
。
ま

た
、
例
年
よ
り
も
長
く
休
館
し
て
、

館
内
の
改
装
と
シ
ス
テ
ム
更
新
も

行
い
ま
す
。
大
変
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
休
館
中
に
で
き
る
こ
と
】

▼
本
・
雑
誌
の
返
却

※
玄
関
脇
の
「
図
書
返
却
口
」を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
休
館
中
に
で
き
な
い
こ
と
】

▼
大
型
の
本
、
紙
芝
居
、
Ｃ
Ｄ
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
返
却

▼
電
話
に
よ
る
本
の
問
い
合
わ
せ

や
貸
し
出
し
期
間
の
延
長

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約

※
休
館
中
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
蔵

書
検
索
が
で
き
な
い
期
間
が
あ
り

ま
す
。

【
館
内
改
装
】

▼
一
階
は
、
児
童
の
コ
ー
ナ
ー
を

広
げ
ま
す
。
ま
た
、
新
聞
閲
覧
コ
ー

ナ
ー
を
移
動
さ
せ
、
閲
覧
席
を
増

や
し
ま
す
。

▼
二
階
に
、
一
階
の
郷
土
資
料
室

の
本
と
、
信
州
に
関
す
る
本
を
ま

と
め
た
資
料
室
を
新
設
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
来
月
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

【
休
館
前
の
貸
し
出
し
】

　

６
月
11
日
㈰
ま
で
に
借
り
た

本
や
Ｃ
Ｄ
な
ど
は
、
返
却
日
を

休
館
明
け
ま
で
延
長
し
ま
す
。

　

長
期
貸
し
出
し
を
利
用
し
て
、

人
気
の
長
編
や
話
題
の
大
作
に
挑

戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
著
書
と
作
者
】

▼
『
１
３
７
億
年
の
物
語
』
…
ク
リ

ス
ト
フ
ァ
ー
・
ロ
イ
ド
▼
『
カ
ン

ブ
リ
ア
宮
殿
』
…
村
上
龍
▼
『
沈

ま
ぬ
太
陽
』
１
～
５
巻
…
山
崎
豊

子
▼
『
模
倣
犯
』
上
・
下
巻
…
宮
部

み
ゆ
き
▼
『
西
の
善
き
魔
女
』
１
～

４
巻
…
荻
原
規
子
▼
『
昭
和
天
皇

実
録
』
１
～
12
巻

　優秀作は、須坂新聞紙上で
発表し、図書館に掲示します。
■応募（投句）期限…７月９日㈰
※ひとり、何句でも応募できます。
※名前（ペンネーム）には読み仮名を付
　けてください。

第９回お題「父・母・親」

「ほのぼの川柳ほくしん流」作品募集

須坂図書館・須坂新聞社合同企画「
お
は
な
し
で
ん
し
ゃ
」を

開
催
し
ま
し
た

　

４
月
22
日
、
須
坂
駅
に
停
ま
っ

た
電
車
の
中
で
の
お
は
な
し
会
を

開
催
。
ギ
タ
ー
の
音
に
合
わ
せ
て

風
船
も
飛
び
出
し
ま
し
た
。

読
み
ご
た
え
の

　
　
　

あ
る
本
特
集

読
み
ご
た
え
の

　
　
　

あ
る
本
特
集

★

望岳台

高甫橋

県民運動広場
西

百々川



市外局番…（026）

　

鍍と

銀
銅
製

獅し

か

み

も

ん

か

ば

ん

噛
紋
銙
板

▲

須
坂
市
立
博
物
館

博
物
館
だ
よ
り

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時　

５
・
12
・
19
・
26
日
・
７
月
３
日

休

館

日

Tel
２
４
５
‐
０
４
０
７

Fax
２
１
４
‐
５
５
４
８

入
館
料

高
校
生
以
上
…
100
円

小
中
学
生
・
市
内
在

住
70
歳
以
上
…
無
料

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
葉
っ
ぱ
や
木
の
実
を
入
れ
て
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
万
華
鏡
を
つ
く
り
ま
す
。

と　

き　

７
月
８
日
㈯
午
前
９
時
～
11
時
30
分
（
雨
天
中
止
）

集
合
場
所　

博
物
館
前

参
加
費　

50
円
（
保
険
料
）

持
ち
物　

▼
水
筒
▼
空
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
▼
は
さ
み

服　

装　

▼
長
袖
▼
長
ズ
ボ
ン
▼
帽
子
▼
歩
き
慣
れ
た
靴

対　

象　

小
学
３
年
生
以
上 

定　

員　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

申
込
期
間　

６
月
10
日
㈯
～
７
月
２
日
㈰

2017

「
万
華
鏡
を
つ
く
ろ
う
」

臥
竜
山
た
ん
け
ん
２
０
１
７

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆

広報 平成29年６月号・35・

小
坂
神
社
蔵 

銅
製
鰐
口 

一
面

《
中
世
須
坂
の
仏
教
美
術
調
査
資
料
か
ら
⑨
》 

い
ら
れ
て
き
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
鰐
口
と
は
、
社
寺
の
堂
宇

の
軒
下
に
懸
け
、
叩
い
て
音
を
出
す
梵ぼ

ん

お

ん

ぐ

音
具
の
こ
と
で
す
。

　

小
坂
神
社
の
鰐
口
は
銅
製
で
す
。
ま
た
、
表
裏
両
面
と
も
に
撞つ

き

ざ座
区
・

内
区
・
外
区
を
作
り
、
内
区
と
外
区
は
、
太
め
の
紐ひ

も

一
条
で
仕
切
ら
れ

て
い
ま
す
。
耳
は
片
面
式
で
断
面
は
半
円
を
成
し
て
い
ま
す
。
口
唇
部

付
け
根
の
目
の
部
分
は
や
や
小
さ
め
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
形
状
や
法

量
な
ど
、
外
見
的
に
は
特
記
す
べ
き
点
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
が
、
応
永
21

（
１
４
１
４
）
年
の
陰
刻
銘
が
あ
り
、
当
地
域
に
お
い
て
は
制
作
年
代
が

中
世
に
遡

さ
か
の
ぼる

現
存
す
る
唯
一
の
鰐
口
と
し
て
特
別
な
価
値
を
持
ち
ま
す
。

　

撞
座
区
に
八
弁
の
花
弁
形
を
陽

よ
う
ち
ゅ
う

鋳
し
、
表
面
外
区
に
銘
を
陰
刻
し
て

あ
り
ま
す
。
表
面
外
区
に
は
、「
奉
寄
進
応
永
廿
一
年
七
月
十
八
日
」「
信

州
高
井
郡
今
里
宝ほ

う
し
ゃ
く
じ

積
寺
」「
願
主
木
焦
仙
」と
刻
し
て
あ
り
ま
す
。
そ
の
陰

刻
銘
は
追
刻
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
も
と
は
高
井
郡
の
宝
積

寺
（
廃
寺
）な
る
寺
の
什

じ
ゅ
う
も
つ

物
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
鰐
口

が
、
宝
積
寺
か
ら
小
坂
神
社
へ
ど
の
よ
う
な
理
由
で
も
た
ら
さ
れ
た
の

か
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
鰐
口
や
梵
鐘
、
雲
板
な
ど
梵
音
具
は
、

戦
乱
な
ど
で
頻
繁
に
移
動
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
経い

き

緯さ
つ

が
わ
か
る
史
料
が
発
掘
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

▲小坂神社蔵　銅製鰐口　一面
　須坂市指定有形文化財

制作年　応永21（1414）年

品質構造　鋳銅製

法  量　直　径　22.4cm
        最大径　25．0cm
        厚　さ　 7.6cm
        

「
牛ご

ず頭
天て

ん

の

う王
御ご

祭さ

い

れ

い礼
祭さ

い

祀し

ぐ具
」

期　

間　

６
月
24
日
㈯
～
７
月
30
日
㈰

祇ぎ

園お

ん

祭
限
定
展
示

　

祇
園
祭
の
祭
神
で
あ
る
牛
頭

天
王
は
、
疫

え
き
び
ょ
う

病
を
防
ぐ
神
と
し

て
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

写
真
の
神み

こ

し輿
は
、
祇
園
祭
で

繰
り
出
さ
れ
る
芝
宮
の
牛
頭
天

王
の
神
輿
の
原
型
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

須
坂
の
夏
祭
り
に
先
駆
け
た
期
間
限
定
展
示
で
す
。
お
見

逃
し
な
く
。

▲牛
ご ず

頭天
てんのう

王御
ご

祭
さいれい

礼祭
さい

祀
し ぐ

具
（個人蔵）

　

市
で
は
今
年
度
、
堀
直
虎
没
後
１
５
０

年
記
念
事
業
と
し
て
、
長
野
県
「
地
域
発 

元
気
づ
く
り
支
援
金
」
の
採
択
を
受
け
て
、

堀
直
虎
や
須
坂
藩
に
関
す
る
講
演
会
や
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ

け
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集

し
ま
す
。

　

堀
直
虎
や
歴
史
に
興
味
の
あ
る
方
な
ど
、

一
緒
に
堀
直
虎
没
後
１
５
０
年
記
念
事
業

を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

【
活
動
内
容
（
予
定
）
】

開
催
前

▼
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
の
作
成

▼
市
内
外
施
設
な
ど
へ
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示

依
頼
、
チ
ラ
シ
の
配
布
依
頼　

な
ど

開
催
当
日

▼
会
場
設
営
や
片
付
け

▼
来
場
者
受
け
付
け
、
駐
車
場
整
理
、
イ

ベ
ン
ト
の
司
会
進
行　

な
ど

※
す
べ
て
の
活
動
に
参
加
で
き
な
い
方
も

大
歓
迎
で
す
。

募
集
人
数　

20
人
程
度

申
込
期
限　

６
月
30
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

博
物
館

（
☎
２
４
５
‐
０
４
０
７
）

堀
直
虎
没
後
１
５
０
年
記
念
事
業
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し

ま
す

　

小お

さ

か坂
神
社
の
鰐わ

に
ぐ
ち口

は
、
社
殿
に
懸
け
ら
れ
、
用



【郷土食】
たけのこ汁

■根曲がり竹（根曲がり竹以外の筍
たけのこ

でも可）…120ｇ 

■サバの水煮缶…50ｇ 　 　■長ねぎ…40ｇ

■みそ…大さじ２            　

■だし汁…600cc　　　

【材料】（4人分）

約20分
調理時間

　レシピの内容は、「クックパッド」須坂市公

式キッチン「信州須坂の台所」（http://cook

pad.com/kitchen/14040295）をご覧ください。

右のＱＲコードからもアクセスできます。 ▲ＱＲコード

一人分の成分　
■エネルギー…53kcal　■塩分…1.3g　■野菜…40g

健康長寿レシピのマメ知識

　海に面していない長野県の中でも特に雪

が多い北信地方では、保存がきく缶詰が重

宝されていました。栄養価の高い魚と旬の

山菜で作られたみそ汁は、この地域ならで

はの食生活の知恵から生まれました。

信州須坂の台所
　レシピ投稿検索サイト「クックパッド」に、須坂市

公式キッチン「信州須坂の台所」を掲載しています。

　その中から、おすすめ料理を毎月ご紹介します。

「クックパッド」須坂市公式キッチン

６

サバの水煮缶をほぐ

しておく。長ねぎを

刻む。

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆

◇◆

◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇

◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
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【作り方】

根曲がり竹の皮をむき、

硬い節を取り除き、ゆ

でる。

① ② ③ ④
だし汁に根曲がり竹

とサバの水煮缶を入

れ煮立て、みそを溶

き入れる。

最後に、刻んだ長ね

ぎを散らす。

2017.5.1現在（　）内前月比

人口・・・・・・・・51,224（-45）

 男 ・・・・・・・・24,774（-14）

 女 ・・・・・・・・26,450（-31）

世帯・・・・・・・・19,692（+27）
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よ
も
や
ま
ば
な
し

▼
先
日
、
野
球
の
試
合
に
出
場
し
ま
し

た
。
２
日
後
に
筋
肉
痛
が
始
ま
り
、
そ

の
３
日
後
ま
で
、
体
の
あ
ち
こ
ち
が
痛

か
っ
た
で
す
。
若
い
と
き
は
こ
ん
な
こ

と
は
な
か
っ
た
の
に
…
。
日
頃
か
ら
運

動
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
知
ら
さ

れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

（
佐
藤
）

▼
通
勤
途
中
、
女
子
生
徒
が
横
断
歩
道

を
渡
ろ
う
と
し
て
い
た
の
を
見
か
け
、

何
台
か
の
車
は
走
り
去
っ
て
し
ま
い
、

悲
し
い
思
い
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
１

台
の
車
が
止
ま
り
ま
し
た
。
生
徒
が
横

断
し
終
わ
る
と
、
深
々
と
お
辞
儀
を
し

て
い
ま
し
た
。心
温
ま
り
ま
し
た
。（
岡
田
）

▼
梅
雨
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
雨
が

続
く
と
「
今
日
も
雨
か
・
・
」と
憂ゆ

う
う
つ鬱

に
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
今

年
は
「
そ
の
分
、
家
で
ゆ
っ
く
り
過
ご

す
こ
と
が
で
き
る
」
な
ど
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

に
考
え
て
、
有
意
義
に
過
ご
し
た
い
と

思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

（
浦
野
）

市公式
フェイスブック

市公式
ホームページ

市公式
ツイッター

市公式ブログ イベント情報
カレンダー

（須坂市公認サイト）

「マチイロ」
スマホやパソコンなどで
『広報すざか』を読めます

「マイ広報紙」

須坂市の公式ＳＮＳや便利なスマートフォンアプリをご活用ください   ！
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